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平成 29年度 事業報告 

 

 平成 29年度は、World Rugbyが掲げている 5つのコアバリュー（品位：integrity・情熱：passion・結束：

solidarity・規律：discipline・尊重：respect）に則り、ラグビー競技の普及・強化を中心に取り組んで参りま

した。特に、「integrity」が目指すものを改めて認識し、「暴力行為の排除」、「安全の追求」、「レスペクトの

精神の徹底」、「問題発生時の迅速かつ適切な初動と説明責任の履行」を大切にし、ラグビーの価値、スポ

ーツの価値を高めることを意識いたしました。 

 

普及面においては前年と比較して、登録プレーヤー数▲849人、チーム数▲31チーム、レフリー数＋473

人となりました。タグラグビーは小学校学習指導要領に明示されることが起因し、プレーヤー数＋13人、チ

ーム数＋121チーム、指導者資格取得者数＋75人と増加いたしました。加えて、安全対策における講習会

を各支部および各都道府県で実施するなど、指導を強化いたしました。 

 

強化面において、男子 15人制は、6勝 4敗 1引き分けという結果になりました。また、U20においては、

ワールドラグビーU20トロフィーで優勝し、2018年に行われるチャンピオンシップへの昇格が決定しておりま

す。男子 7人制は、2017シーズンでコアチームから降格しましたが、2018シーズンは返り咲くとともに、アジ

アラグビーセブンズシリーズで総合 1位となり、ラグビーワールドカップ・セブンズ 2018の出場権を獲得して

おります。女子 15人制は 4大会ぶりの出場となった女子ラグビーワールドカップ 2017アイルランド大会を、

11位という結果で終えました。女子 7人制は、2017シーズンにおいてコアチームに昇格するなか厳しい戦

いが続いておりますが、男子同様アジアラグビーセブンズシリーズで総合 1位となり、ラグビーワールドカッ

プ・セブンズ 2018の出場権を獲得しております。 

トップリーグにおいても、レベル向上による好試合が続いており、次世代を担う若手が台頭して参りました。

また、スーパーラグビー参戦 2年目となる 2017シーズンは 2勝 13敗と厳しい結果（2018シーズンは 6月

4日現在で 2勝 11敗）となりましたが、代表クラスの選手の底上げという成果には繋がっております。 

事業面においては、11月の対オーストラリア代表戦で、これまでの日本代表試合の最多観客数を更新す

る 43,621人を集客しました。また、メンバーズクラブは、ラグビーワールドカップ 2019チケットの先行購入特

典が要因となり、初めて 3万人越える会員数となりました。しかしながら、トップリーグは微増（＋6,082人）に

留まる等、ファン獲得のための新たな取組を行いましたが大きな集客には繋がらなかったため、実施したプ

ロモーション・イベントや広報活動における PDCAサイクルを強化して参ります。 

財政面においては、予実管理を月次で行い、加えてマーケティング収入の極大化と経費の圧縮を図り、

対予算で収入が 440百万円増加し、支出が 152百万円減少し、収支益は 621百万円の黒字となりました。 

 

平成 30年度につきましては、普及・育成環境の継続的かつ早急な整備。各代表強化のために技術面で

のさらなる強化、フォーマットの再検証と調整、新たなスポンサーやファン層の獲得などを中心に、戦略計画

を着実に遂行していく所存です。また、次々年度に控えているラグビーワールドカップ 2019の成功に向け

て、組織委員会と大会運営や人材面等、様々なシチュエーションで更なる連携を推進して参ります。 
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１．総務委員会 

（１）定款の変更、規程集の制定・改定 

①定款 

   改定なし 

②規程集 

   ・委員会に関する規程（改定） 

   ・支部に関する規程（改定） 

   ・懲罰に関する規程（改定） 

  ③通達 

   ・公式戦における広告掲出について（規程遵守の徹底） 

   ・主催（共催）・主管のあり方について（規程遵守の徹底） 

 

環境部門 

（１）事業活動 

①日本協会『環境保全活動推進宣言』に基づいた啓発・実践活動の推進 

②地球温暖化防止のための『Fun to Shareキャンペーン』（環境省主管） 

サポーターメンバーとして環境保全活動への協力 

③各委員会との連携・協力体制による環境ＰＲ活動 

④2018年 3月 7日開催の JOC スポーツ環境専門部会議に参加し、 

他競技団体の取り組み事例の研究、及び 2020オリ・パラに向けたディスカッション 

⑤広報委員会との連携によりホームページ、機関紙、大会プログラム、 

メンバー表等への「FOR ALL,  FOR EARTH」環境スローガン掲出及び 

JOC環境ポスター掲示によりファン、関係者への環境啓発推進 

⑥トップリーグ参加チームの協力による「TRY for GREENプロジェクト」の継続展開。年間シーズンのトライ数

に応じ網走市森林保全活動への寄付 

⑦経済界協議会との合同による「KEEP THE STADIUM CLEAN」プロジェクトにてトップリーグ試合会場に

おけるボランティア、試合チーム所属選手による美化活動の実施 

⑧秩父宮ラグビー場での「エコキャップ運動」 

 

２．法務委員会 

（１）協会主管の各種契約書について、法務委員会アドバイザー弁護士による事前確認を確実に実施し、 

法的問題の発生回避に注力 

 

（２）ラグビーワールドカップ 2019年大会に関するホストユニオン契約上、協会が負って（JR2019に委託 

  して）いる RWCL及び大会に関する無体財産権を有する者の権利保護につき、JR2019に期待される 

役割の整理と法務委員会が協力しうる分野につき議論 

 

３．財務委員会 
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（１）平成 29年度予算の執行状況を主要部門別に確認実施。加えて、部門固有の問題点について対応検討 

 

（２）平成 30年度予算策定において、主要部門別に確認実施。加えて、最終予算情報を事務局に提示 

 

４．国際部 

（１） ワールドラグビー関連 

 ①競技に関する規定、競技規則の解釈確認 

 ②競技に関する規定、競技規則、および、それらに付随する補足文書やウェブサイトの和訳、和訳確認、編集

作業 

 ③ルーリングの和訳、通達準備作業 

 ④理事会、総会への案内対応 

   ・理事会打診事項、決定事項対応 

   ・総会に国際部より 2名陪席 

   ・WR女性理事に JRFU推薦のプロセス対応 

 ⑤マッチメイク交渉 

   ・2018年秋欧州遠征第二戦 

   ・2019年 PNC 

 ⑥トップリーグ選手移籍問題に関し国際ラグビー選手会に WR と協調して対応 

⑦U20 トロフィー大会決勝雷雨中止に関するポルトガル協会不服申し立て争議対応 

⑧競技規則印刷版の発注および納品受取 

⑨ワールドラグビーの教材、学習サイトの和訳 

 ⑩ワールドラグビーに提出する諸文書の作成、提出、および、日常の連絡業務 

  

（２） RWC2019関連 

①トーナメントレビュー全出席始め、各種会議に出席対応 

②トーナメントゲストプログラム、協会割当チケッティング対応 

  

（３） テストマッチ、海外ユニオン対応 

①2017年春来日のルーマニア、アイルランド協会、秋来日のオーストラリア協会対応 

（会見および取材通訳、プレスリリースコメント翻訳、プログラム挨拶文翻訳、先方協会向けチケット割当、広

告割当、マッチロゴ合意、ホスピタリティー手配、ロイヤリティー物販調整、ロイヤリティー・マッチフィー支払

い） 

②2017年秋遠征先のフランス協会対応（物販手配調整、ツアー催行支援） 

③2018年春来日予定のイタリア、ジョージア、及び、秋来日予定のニュージーランド、オーストラリア協会との来

日受入れ条件調整 

  

（４） アジアラグビー関連 
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①ARCへの日本代表参加、それに代わるマッチメイク交渉 

②ARCへのメディカル、ジュディシャルオフィサー、サイティングコミッショナー派遣調整、精算 

（５） 代表サポート 

①RWC2019参加規程翻訳、調整 

②U20チャンピオンシップ参加調整 

③男子 15人制および 7人制各代表における、HCおよび外国人選手の会見および取材通訳 

④会議通訳（海外開催の場合、現地時間に対応した夜間、休日の遠隔対応含む） 

  

（６） 国際大会サポート 

①沖縄セブンズ大会、参加チーム招待、フィジー、ロシアビザ取得支援、精算調整 

②HSBC女子セブンズ大会、フィジー、ロシア、中国ビザ取得支援、シリーズスポンサー対応 

③サニックスワールドユース大会、参加チームインビテーションレター案内送付、参加チーム調整補佐 

④リリース翻訳、会議通訳、プログラム挨拶分翻訳 

  

（７） SANZAAR、スーパーラグビー関連 

①来日する対戦チームの取材および会見通訳 

②サンウルブズの取材対応通訳サポート 

③SANZAAR との交渉窓口 

  

（８） スポーツ庁国際部、JOC国際部、外務省人物交流室対応 

  

（９） 国際レポート作成・発信 

  

（１０） クリアランス、遠征申請処理 （年間 500件） 

  

（１１）上記以外の翻訳および通訳サポート 

①各種海外向け英文レター作成、プルーフリーディング 

②翻訳通訳用用語集の管理および更新 

  

(１２）上智大学との学生インターン受入れ活動 

①新規受入れインターンの書類選考、面接 

②インターンオリエンテーション 

③インターンとの定期面談、終了時のフィードバック（面談とシート） 

④上智大学学生センター担当者との調整、連絡業務 

 

５．広報部 

１．メディア関連 

① 各カテゴリー日本代表の定期的なメディア露出を仕掛けた。NHK、日テレ、フジテレビなどに大きな露
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出があり、ラグビーの認知度は 15人制、セブンズ共に向上した。 

② 女子ラグビーワールドカップ 2017 アイルランド大会では、地元メディアでの報道を試みたが、残念なが

ら11位・12位決定戦（全12チーム）に回り、地元メディアへの露出は叶わなかった。最終戦で香港に勝

利し 11位となったことで日本メディアへの露出は増えた。 

③ 年間を通してバリューの大小に関わらずリリースをタイムリーに配信し、媒体や HP を通じてラグビーファ

ミリーに情報を発信した。 

④ RWC2019 開催都市における国際試合やトップリーグの試合時にキャラバン広報を行い、各地方でのメ

ディア露出を積極的に行った。RWC2019 日本大会への機運醸成に繋がるメディアリレーションが出来

た。 

⑤ トップリーグの試合時にける報道対応マニュアルを各都道府県に配布することでトップリーグ開催会場に

おける広報担当者に、広報マインドを再認識してもらうことが出来た。 

⑥ 15 人制男女日本代表、7 人制男女日本代表に帯同広報を付け、合宿時や試合時のメディア対応を行

い、チームへの負担を軽減した。また、メディアからの要望には出来るだけ応え、チームとマスコミの間に

入りバランスよく対応した。 

⑦ マスコミとの良好な関係構築、人脈拡大のために各媒体とのコミュニケーションを図った。また、スポーツ

競技団体（NF）の広報として、マスコミとどのように付き合うのかを考慮し、関係をより良いものにした。 

⑧ 機関誌の発行は年間5回と変更していないが、タイミングを従来と変更し、8月から発刊した。SRや日本

代表戦など、年間を通してラグビーの試合が開催されていることから、ラグビーファンへの情報をタイムリ

ーに行った。 

⑨ マスコミ懇親会を開催し、2019 組織委員会、JARA、JRFU 各幹部に出席していただき、マスコミとのコ

ミュニケーションを図ることが出来た。 

 

２．Web、SNS対応 

ラグビーファミリーの要望に応える HPのブラッシュアップや SNS対応を行った。 

【ご参考】 

①協会オフィシャルサイトへのアクセス数（平成 29年度） 

 ●日本協会ページ 31,957,375 （前年比 93.3％ 前年：34,269,447） 

②SNS（Facebook、Twitter）でのファン数 

 ●日本代表ページ   150,237（前年比 104.5％ 前年：143,771） 

 ●日本協会ページ    22,472（前年比 106.5％ 前年：21,100） 

③Twitterアカウントのフォローワー数 

 ●＠JRFU Media   134,562（前年比 109.4％ 前年：122,980） 

 

３．行動計画 

 ①広報・プロモーション部の重点課題、部門ミッションの策定。 

  ○マスコミを通じた日本ラグビーのプレゼンス向上（ブランディング） 

  ○各部門とのコミュニケーションの向上（社内広報） 

  ○ラグビーファミリーの拡大（SNSを使った若年層、女性へのアプローチ） 
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  ○仕掛け、攻めの広報業務の実施（特集、企画露出の機会を増やす） 

  

②RWC2019組織委員会との連携。 

  ○組織委員会広報との情報交換 

  ○RWC2019開催地メディアとのリレーション構築 

  

③JSRA との連携。 

 ○ホームゲーム（秩父宮、シンガポールHUB）でのメディア対応支援 

 ○サンウルブズの集客に繋がるメディア露出 

   

 ④危機管理広報の意識 

  ○各カテゴリー代表選手・スタッフへのメディア対応レク（特に SNS）の実施 

  ○リスク管理マネジメントの意識付け 

 

 ⑤海外遠征時における海外メディア対応の定常化 

 

６．プロモーション委員会・プロモーション部 

プロモーション委員会 

（１）委員会の実施 

プロモーション部の諮問委員会として、部の職員を交えた委員会会議を２か月に一度のペースで実施。主

に、 

日本代表戦チケット増売とファン獲得に向けて施策話し合い。また、他競技の成功事例等を共有することで、

中長期のプロモーション施策を検討した。委員会の委員には、メディア関係が多く（読売新聞、日経新聞、講談

社、小学館）、それぞれの媒体での代表戦等の認知、情報拡散の打ち合わせおよびイベントを実施した。 

（２）日本代表戦プロモーション及びチケット販売イベントの実施 

日時 2017年 10月 23日（川崎）および 10 月 25日（横浜）2017 年 11月の日本代表 vs.オーストラリア代

表戦のプロモーション・イベントを実施。チケットを販売し、また試合を認知させた。地域協会との連携強化も

大きな収穫 

（３）女性ファンの獲得イベント実施 

①「よみうりカルチャー大手町」（「女性のラグビー・デビュー」女性限定イベント）との取り組み。試合観戦付き

有料イベントながら、ライト層にルールや魅力を訴求。40 名超のファンに直接アピール。実施日：2017 年 6

月 14日、6月 24日、7月 15日、10月 15日  

②「日経ウーマノミクスプロジェクト」と経団連（プレミアムフライデー推進協議会）との共催で「SRのパブリックビ

ューイング」を開催。ラグビー初めて女子を中心に 100人を集客。4月 27日実施 

（４）その他イベント協力 

  ＊日経新聞主催「Connect Rugby to Business」イベントに協力。日本政策投資銀行、AIGの協賛で、 

オールブラックスのハンセン HCや釜石関係者を招いたセミナーを開催。200人強を集客。2月 3日実施 

（５）機関誌「RUGBY FOOTBALL」編集協力 



8 

 

協会発行の機関誌の編集委員として内容の打ち合わせや表紙校正等で協力 

 

集客プロモーション 

日本協会主催有料試合（トップリーグは除く）において、チケットプランの策定とセールス、プロモーション施策

のプランニングと計画の実現に関して、各所と連携しながら実施 

日本代表戦においては、11月のオーストラリア戦で、実数計測以降の日本代表戦で初めて 4万人を超える集

客を実現。大学選手権では準決勝、決勝において 2万人越えと、集客及び対目標予算において一定の成果を

出した。一方で、日本代表戦に関しては、満員を目指すものの、おおむね収容率の 6割から 7割の集客となって

おり、まだある伸びしろを今後いかに集客につなげるかが課題となる。 

 

【WSS2017】 

試合 日付 曜日 会場 都道府県 来場者数 

初日 4月 22日 土 ミクニワールドスタジアム 福岡 2,019  

2日目 4月 23日 日 ミクニワールドスタジアム 福岡 1,915  

【日本代表戦】 

対戦相手 日付 曜

日 

会場 都道府県 来場者数 

韓国 4月 29日 土 秩父宮 東京 7,629  

香港 5月 6日 土 秩父宮 東京 8,238  

ルーマニア 6月 10日 土 えがお健康スタジアム 熊本 18,585  

アイルランド 6月 17日 土 エコパスタジアム 静岡 27,381  

アイルランド 6月 24日 土 味の素スタジアム 東京 29,354  

世界選抜 10月 28日 土 レベルファイブスタジアム 福岡 10,303  

オーストラリア 11月 4日 土 日産スタジアム 神奈川 43,621  

【大学選手権】 

日時 会場 試合 組合せ 来場者数 

11月 26日 瑞穂 1回戦 朝日×東北学院 534 

12月 3日 グローバル 2回戦 福岡×朝日 1,119 

12月 16日 秩父宮 3回戦 流経×朝日、東海×早稲田 6,239 

12月 16日 キンチョウ 3回戦 慶應×立命、京産×法政 3,874 

12月 23日 秩父宮 準々決勝 慶應×大東、帝京×流経 8,204 

12月 23日 キンチョウ 準々決勝 明治×京産、東海×天理 8,477 

1月 2日 秩父宮 準決勝 明治×大東、東海×帝京 20,237 

1月 7日 秩父宮 決勝 帝京×明治 20,489 

 

JRFU メンバーズクラブ 

会員向けのラグビーワールドカップ 2019チケット先行購入特典が大きな要因となり、期初目標を大幅に上回る
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会員獲得を実現し、初の会員 3万人越えとなった。来期以降、いかに会員の離脱を防ぐかが大きな課題 

 

７．マーケティング・セールス委員会・マーケティング部 

（１）日本代表協賛プログラム関連 

①マーケティング領域で最大価値のある日本代表協賛プログラムのセールスを積極的に推進、、更なるセール

ス機会の拡大に着手 

②男女オフィシャルサポーターに、NTT ファシリティーズ、JTB、キヤノン、ジュピターテレコム、凸版印刷が決

定 

 

（２） 日本代表戦関連 

・大正製薬の冠大会であるリポビタン D チャレンジカップを、6 月のルーマニア戦を熊本えがお健康スタジアム、

アイルランド戦を静岡エコパスタジアムと東京味の素スタジアム、11 月のオーストラリア戦を日産スタジアムに

て開催し、共に大型協賛を獲得 

 

（３） 既存大会、新設大会・プログラム関連 

①年間広告幕新規スポンサーとして三井住友トラストクラブを獲得、また TMOスポンサープログラムのフラグ 

サポートの増額に成功 

②全国高校ラグビー選手権の協賛も二年目を迎えし、毎日放送と連携した全試合インターネットライブ配信も 

好調に推移、視聴機会の拡大と同時に、関電工、日本セーフティー等の新規スポンサーを獲得 

③HSBC ワールドラグビー女子セブンズシリーズ北九州大会を、新設のスポンサーシッププログラムとして 

セールス 

      

（４） 放送権 

・日本代表戦とトップリーグの地上波独占と、デジタル配信権（非独占）を包括した放送権パッケージ契約を 

電通社と継続。パフォームグループ「DAZN」とのアライアンスにて、デジタル配信の新設プラットフォームでの

視聴機会を拡大 

 

（５） その他 

①日本代表ブランディングとして‘ブレイブブロッサムズ‘のプロモーションに着手。日本代表戦の会場を中心に、

過去の代表ジャージの展示等を軸としたブース展開を開始 

②日本代表と『ピーナッツ』とのコラボアイテムをカンタベリー社と開発。マーチャンダイジング領域の拡大に成   

功 

③トップリーグ参加全チームと連携した PR 動画『トップリーグの逆襲！』を制作し、新規ファン層の獲得に努め

た。 

 

８．競技運営委員会・大会運営部 

主催試合 

（１）日本代表戦 
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RWC2019へ向け、ワールドカップ開催会場での開催を中心に、運営水準のレベルアップと、興行としての採

算確保の料率を図った。 

アジアラグビーチャンピオンシップ 

：4月 29日 vs韓国代表 

：5月 6日 vs香港代表（秩父宮ラグビー場） 

アジアウィメンズラグビーチャンピオンシップ（女子 RWC壮行試合） 

：7月 8日 vs香港代表（小田原市城山陸上競技場） 

リポビタンＤチャレンジ ：6月 10日 vsルーマニア代表（えがお健康スタジアム） 

6月 17日・24日 vsアイルランド代表（エコパスタジアム・味の素スタジアム） 

               ：11月 4日 vsオーストラリア代表（日産スタジアム） 

ジャパンラグビーチャレンジマッチ 

：10月 28日 vs世界選抜（レベルファイブスタジアム） 

  

（２）HSBC ワールドラグビー 女子セブンズシリーズ 北九州大会 

①日程：平成 29年 4月 22日～29年 4月 23日 

②大会方式：12チームによるトーナメント 

③結果：優勝 ニュージーランド代表  準優勝 カナダ代表 第三位 オーストラリア代表 

チャレンジトロフィー優勝 アイルランド優勝 

 

（３）沖縄セブンズ 2018 

①日程：平成 30年 2月 24日～30年 2月 25日 

②大会方式：8チームによるトーナメント 

③結果：優勝 カナダ  準優勝 イングランド 第三位 オーストラリア 

チャレンジトロフィー優勝 アイルランド優勝 

 

（４）第 54回全国大学ラグビーフットボール選手権 

①日程：平成 29年 11月 26日～30年 1月 7日 

②大会方式：14チームによるトーナメント 

③結果：優勝 帝京大学  準優勝 明治大学 

 

（５）太陽生命女子 7人制シリーズ 2017 

①日程：平成 29年 5月 13日～11月 12日 

②大会：第 1戦～秋田大会 第 2戦～東京大会 第 3戦～保土ヶ谷大会 第 4戦～富士裾野御殿場大会 

③年間優勝： ARUKAS QUEEN KUMAGAYA WOMEN’S SEVENS RUGBY FOOTBALL CLUB

   

 

（６）なの花薬局ジャパンセブンズ 2017 

①日程：平成 29年 7月 2日 
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②会場：秩父宮ラグビー場 

③結果：カップ優勝～セブンズ・デベロップメント・スコッド（SDS）  準優勝～トヨタ自動車 

プレート優勝～早稲田大学  ボール優勝～北海道バーバリアンズ 

 

＊この他、JSRA よりの委託により、スーパーラグビーホームゲーム（合計 6 試合）のチーム受け入れ及び試合運

営業務を実施 

 

国体部門 

（１） 第 72回 国民体育大会（愛媛県） 

期間 平成 29年 10月 1日（日）～10月 5日（木）の 5日間 

①総合優勝～福岡県  2位～島根県  3位～東京都 

・成年男子（7人制：16チーム）：久万高原町ラグビー場  

1位～東京都  2位～愛媛県  3位～福岡県  4位～山形県 

・女子（7人制：10チーム）：久万高原町ラグビー場  

   1位～福岡県  2位～島根県  3位～埼玉県  4位～兵庫県 

・少年男子（15人制：15チーム）：スカイフィールド富郷 

1位～大阪府  2位～京都府  3位～愛知県・島根県 

※女子ラグビー競技は、日本体育協会の「2020年オリンピック対策・実行計画」に基づき実施 

 

社会人部門 

（１）第 58回 YC&AC セブンズ 

①日程：平成 29年 4月 2日 

②会場：横浜 YC&ACグランド 

③出場：大学 8チーム、社会人・クラブチーム 8チーム 計 16チーム 

④結果：チャンピオンシップ優勝～早稲田大学  準優勝～東海大学 

      コンソレーション優勝～流通経済大学  準優勝～筑波大学 

（２）トップチャレンジリーグの規約・要綱の検討 

  4～8月  ・3地域社会人委員長会議の開催 

・事務局会議の開催 

・チーム意見交換会の開催 

    9月～１月  「ジャパンラグビートップチャレンジリーグ」開幕～試合運営全般 

  ・トップリーグ昇格 Honda HEAT・ 日野自動車レッドドルフィンズ 

   ・2018 トップチャレンジチーム 

     NTT ドコモ・近鉄・三菱相模原・九州電力・マツダ・中国電力・釜石 SW・栗田工業 

・11月・3月 トップリーグネクスト構想説明会の開催（トップリーグ委員会主催） 

 

クラブ大会部門 

（１）第 25回全国クラブラグビーフットボール大会 
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①日程：1回戦：平成 30年 1月 7日、2回戦：1月 21日、準決勝：2月 4日、決勝：2月 18日 

②会場：パロマ瑞穂ラグビー場、小田原陸上競技場、ミクニワールドスタジアム北九州、 

豊田運動公園、宝ヶ池公園球技場 

③結果：優勝～北海道バーバリアンズ  準優勝～六甲ファイティングブル 

④参加数：13チーム 

（２）学生クラブ東西交流フェスティバルル IN菅平 2017（安全対策・指導者・レフリー講習会および交流戦実施） 

①日程：平成 29年 9月 1日～3日  

②会場：長野県菅平高原サニアパーク 

③参加数：23チーム 

（３）第 16回東西学生クラブ対抗試合 

①日程：平成 29年 12月 24日 

②会場：熊谷ラグビー場 Bグランド 

③結果：明大MRC <関東代表> (24- 15) 関西学院上ヶ原<関西代表> 

（４）第 13回クラブユース交流試合（兼：クラブユースＵ-19） 

   開催期日及びチーム事情により本年度開催は中止 

 

高校大会部門 

（１）男子 

① 第 18回全国高校選抜ラグビー大会 

平成 29年 3月 31日（金）~4月 9日（日） 熊谷スポーツ文化公園陸上競技場 

   優勝 桐蔭学園（42-12）京都成章 

② ｻﾆｯｸｽﾜｰﾙﾄﾞﾗｸﾞﾋﾞｰﾕｰｽ交流大会 2017 

平成 29年 4月 28日（金）～5月 5日（金） 福岡県宗像市：グローバルアリーナ 

優勝 リセ ボルデバッス（フランス） 準優勝 マウントアルバート グラマースクール（NZ） 

③ 第 4回全国高校 7人制ラグビーフットボール大会 

平成 29年 7月 15日（金）～17日（月）  

東京都：江戸川陸上競技場・臨海競技場 江東区夢の島陸上競技場 

葛飾区総合スポーツセンター陸上競技場 

カップトーナメント：東福岡高校（26-19）京都成章 

プレートトーナメント：尾道（28-7）佐賀工業 

ボウルトーナメント：長崎北陽台（34-5）東京農業大学第二 

MVP カップ：隠塚翔太朗（東福岡） プレート：倉岡治輝（尾道） ボウル：苑田海斗（長崎北陽台） 

④ 第 13回全国高等学校合同チームラグビー大会  

平成 29年 7月 31日（月）～8月 3日（木）  長野県上田市：菅平高原サニアパーク 

U１７ カップ優勝 近畿   プレート優勝 中国   ボウル優勝 四国 

U１８ カップ優勝 関東   プレート優勝 四国   ボウル優勝 近畿 

U１７優秀選手  

北海道  ヴェア タモエフォラウ（札幌山の手） 
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東北   金森 栄人（秋田工業） 

関東   中楠 一期（國學院大學久我山） 

北信越  谷口 玲衛（敦賀工業） 

東海   高成田 光（静岡聖光学院）  

近畿   金山 忠次（天理） 

中国   武内 慎 （石見智翠館） 

四国   マナセ ハビリ（高知中央） 

九州   吉岡 洸我（筑紫丘） 

⑤ 第 97回全国高校ラグビー大会 

平成 29年 12月 27日（水）～平成 30年 1月 8日（月） 大阪：東大阪市花園ラグビー場 

優勝 東海大仰星 27－20 大阪桐蔭 

⑥ 第 10回U18合同チーム東西対抗 

平成 30年 1月 8日（月） 大阪：東大阪市花園ラグビー場 

U18東軍（27-12）U18西軍 

⑦ 第 48回全国高専ラグビー大会 

平成 29年 12月 22日～27日 神戸総合運動公園ユニバー記念競技場 

優勝 神戸市立工業高専（50-14）仙台高専・名取 

 

（２）女子 

①第 6回高校選抜女子セブンズ大会 

平成 29年 4月 5日（水） 熊谷スポーツ文化公園陸上競技場 

   優勝 国学院栃木（14-12）追手門 

②第 7回全国高等学校女子合同チームラグビー大会  

平成 29年 7月 31日（月）～8月 3日（木）  長野県上田市：菅平高原サニアパーク 

  優勝 関東  準優勝 中国 

 

９．トップリーグ委員会・トップリーグ部 

（１）観客数／試合数／開催数 

 平成 28年度 平成 29年度 対前年比 

総入場者数 460,364人 466,446人 ＋6,082（101.3%） 

試合数 120試合 120試合 0 

開催数 91 82 －9 

1開催平均集客 5,059 5,688 ＋629 

※ 平成 29年度はレッドカンファレンス、ホワイトカンファレンス＋順位決定戦の大会方式 

（２）収支                                      （千円） 

 
実績 

収入 支出 収支損益 

平成 28年度 768,632 557,035 211,597 
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平成 29年度 823,591 619,545 203,956 

対前年比 +54,959 +62,510 −7,641 

（３）成績 

順位 チーム名 

優勝 サントリーサンゴリアス 

2位 パナソニックワイルドナイツ 

3位 ヤマハ発動機ジュビロ 

4位 トヨタ自動車ヴェルブリッツ 

5位 神戸製鋼コベルコスティーラーズ 

6位 東芝ブレイブルーパス 

7位 リコーブラックラムズ 

8位 NECグリーンロケッツ 

9位 NTT ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞｼｬｲﾆﾝｸﾞｱｰｸｽ 

10位 キヤノンイーグルス 

11位 クボタスピアーズ 

12位 豊田自動織機シャトルズ 

13位 宗像サニックスブルース 

14位 コカ・コーラレッドスパークス 

15位 NTT ドコモレッドハリケーンズ 

16位 近鉄ライナーズ 

      ※来季はHONDA HEAT、日野レッドドルフィンズが昇格。NTT ドコモレッドハリケーンズ、 

      近鉄ライナーズが降格。 

 

１０．強化委員会・代表強化部 

（１）15人制男子 

 ①アジアラグビーチャンピオンシップ 2017 

平成 29年 4月 22日  韓国（29-47）日本         場所：韓国 

平成 29年 4月 29日   日本（80-10）韓国            場所：秩父宮ラグビー場 

平成 29年 5月 6日   日本（29-17）香港        場所：秩父宮ラグビー場 

平成 29年 5月 13日   香港（0-16）日本        場所：香港 

 ②平成 29年 6月 10日         日本（33-21）ルーマニア        場所：えがお健康スタジアム（熊本） 

 ③平成 29年 6月 17日   日本（22-50）アイルランド       場所：エコパスタジアム（静岡） 

 ④平成 29年 6月 24日   日本（13-35）アイルランド       場所：味の素スタジアム（東京都） 

 ⑤平成 29年 11月 4日          日本（30-63）オーストラリア       場所：日産スタジアム（神奈川） 

 ⑥平成 29年 11月 19日   トンガ（6-39）日本        場所：フランス 

 ⑦平成 29年 11月 26日   フランス（23-23）日本          場所：フランス 

【サンウルブズ】 

2017シーズン 
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 ①平成 29年 4月 8日（第 7節） サンウルブズ（21-20）ブルズ      場所：秩父宮ラグビー場 

 ②平成 29年 4月 14日（第 8節）  サンウルブズ（3-50）クルセーダーズ  場所：ニュージーランド 

 ③平成 29年 4月 22日（第 9節）  サンウルブズ（15-40）ハイランダーズ 場所：ニュージーランド 

 ④平成 29年 4月 29日（第 10節） サンウルブズ（20-27）チーフス     場所：ニュージーランド 

 ⑤平成 29年 5月 7日（第 11節）  サンウルブズ（39-46）ジャガーズ    場所：アルゼンチン 

 ⑥平成 29年 5月 20日（第 13節） サンウルブズ（17-38）シャークス    場所：シンガポール 

 ⑦平成 29年 5月 27日（第 14節） サンウルブズ（7-47）チーターズ    場所：秩父宮ラグビー場 

 ⑧平成 29年 7月 2日（第 15節）  サンウルブズ（7-94）ライオンズ     場所：南アフリカ 

 ⑨平成 29年 7月 9日（第 16節）  サンウルブズ（15-52）ストーマーズ   場所：南アフリカ 

 ⑩平成 29年 7月 15日（第 17節） サンウルブズ（48-21）ブルーズ     場所：秩父宮ラグビー場 

 2018シーズン 

 ①平成 30年 2月 24日（第 2節） サンウルブズ（25-32）ブランビーズ    場所：秩父宮ラグビー場 

 ②平成 30年 3月 3日（第 3節）  サンウルブズ（17-37）レベルズ     場所：秩父宮ラグビー場 

 ③平成 30年 3月 10日（第 4節） サンウルブズ（22-50）シャークス    場所：南アフリカ 

 ④平成 30年 3月 18日（第 5節） サンウルブズ（38-40）ライオンズ    場所：南アフリカ 

 ⑤平成 30年 3月 24日（第 6節） サンウルブズ（10-61）チーフス     場所：秩父宮ラグビー場 

  

（２）15人制男子 ジュニアジャパン 

 ①ワールドラグビーパシフィック･チャレンジ 2018  場所：フィジー 

平成 30年 3月 9日  トンガ A（28-45）ジュニア・ジャパン 

   平成 30年 3月 13日   フィジーウォリアーズ（28-3）ジュニア・ジャパン 

   平成 30年 3月 17日   サモア A（21-29）ジュニア・ジャパン 

 

（３）15人制男子U20 

 ①ワールドラグビーU20 トロフィー 2017  場所：ウルグアイ 

平成 29年 8月 29日  チリ（22-28）日本 

   平成 29年 9月 2日   カナダ（12-50）日本 

   平成 29年 9月 6日   ナミビア（13-33）日本 

   平成 29年 9月 10日   決勝戦 ポルトガル（3-14）日本 

 

（４）15人制男子U19 

①TIDユースキャンプ【高校日本代表候補合宿】   

平成 29年 6月 23日（金）～26日（月） 東京・キヤノンスポーツパーク 

平成 29年 9月 15日（金）～17日（日） 和歌山・上富田 

   平成 29年 12月 22日（金）～24日（日） 京都・同志社 

②高校日本代表セレクション合宿 

   平成 30年 1月 30日~2月 1日 奈良・天理 

③高校日本代表強化合宿 
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   平成 30年 2月 19日~22日 大阪・近畿大学 

④高校日本代表直前合宿 

   平成 30年 3月 13日~17日 奈良・天理 

⑤高校日本代表海外遠征 

平成 30年 3月 17日～30日 アイルランド・ダブリン 

第 1戦（20日） U19日本代表（31-38）U19 レンスター  

第 2戦（24日） U19日本代表（29-40）U19アイルランド代表 

第 3戦（28日） U19日本代表（40-24）U19アイルランド代表 

 

（５）15人制男子U18 

①2017 ラグビーヨーロッパ男子U18 ヨーロピアンチャンピオンシップ 

  平成 29年 4月 2日（日）~17日(月) 

第 1戦（7日） U18日本代表（36-10）U18ベルギー代表 

第 2戦（11日） U18日本代表（17-42）U18ジョージア代表 

第 3戦（15日） U18日本代表（22-16）U18ポルトガル代表 

       U18日本代表は、3位で大会を終了 

 

（６）15人制男子U17 

①U17ブロックトライアウト  全国 9ブロックで開催 

北海道：6月 16日（金）〜18日（日）   定山渓バーバリアンズグランド 

東北  ：6月 30日（金）～7月 2日（日） 青森県総合運動公園球技場 

関東  ：6月 23日(金)～25日(日)    栃木県栃木市 

北信越：6月 23日(金）～25日（日）   長野県上田市菅平 

東海  ：6月 30日（金）〜7月 2日（日） 三重県：三重交通 Gスポーツの杜鈴鹿 

近畿  ：6月 2日（金）～4日（日）     奈良県御所市 

中国  ：6月 16日(金)～18日（日）    山口県長門市俵山多目的交流広場 

四国  ：5月 13日(土)～14日（日）     久万高原ラグビー場 

九州  ：7月 8日（土）～7月 10日（月） 湯布院スポーツセンター 

②U17TIDユースキャンプ【U17日本代表候補合宿】  

平成 29年 8月 3日（木）～5日（土） 長野県・菅平高原 

③第 25回日韓中ジュニア交流競技大会 

平成 29年 8月 23日（水）～29日（火） 日本・茨城県 

U17日本代表（113-0）U18韓国代表 

U17日本代表（73- 5）U19中国代表 

 

（５）7人制男子 

①「HSBC ワールドラグビーセブンズシリーズ 2016-2017 第 7戦 香港大会」 

平成 29年 4月 7日~ 9日 場所：香港 
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第 1戦       日本代表  0-36 フィジー代表 

第 2戦       日本代表 14-40 ニュージーランド代表 

第 3戦       日本代表 21-34 ウェールズ代表 

CHALLENGE TROPHY QUARTER FINALS  日本代表 17-24 ケニア代表 

13th Place Semi Final      日本代表 36- 7 韓国代表 

13th Place Play-Off         日本代表 28-21 ウェールズ代表 

②「HSBC ワールドラグビーセブンズシリーズ 2016-2017 第 8戦 シンガポール大会」 

平成 29年 4月 15日~ 16日 場所：シンガポール 

第 1戦        日本代表  0-52 南アフリカ代表 

第 2戦        日本代表 10-40 イングランド代表 

第 3戦        日本代表 21-14 フランス代表 

CHALLENGE TROPHY QUARTER FINALS  日本代表 14-26 サモア代表 

13th Place Semi Final       日本代表 21-24 ロシア代表 

③「HSBC ワールドラグビーセブンズシリーズ 2016-2017 第 9戦 パリ大会」 

平成 29年 5月 13日~ 14日 場所：フランス 

第 1戦        日本代表  7 - 21 カナダ代表 

第 2戦        日本代表  5 - 35 南アフリカ代表 

第 3戦        日本代表 14 - 31 スコットランド代表 

CHALLENGE TROPHY QUARTER FINALS  日本代表 19-28 オーストラリア代表 

13th Place Semi Final       日本代表 26-19 スペイン代表 

13th Place Play-Off          日本代表 19-10 ロシア代表 

④「HSBC ワールドラグビーセブンズシリーズ 2016-2017 第 10戦 ロンドン大会」 

平成 29年 5月 20日~ 21日 場所：イギリス 

第 1戦         日本代表  7 - 33  ニュージーランド代表 

第 2戦         日本代表  5 - 61  フィジー代表 

第 3戦         日本代表 14 - 28  カナダ代表 

CHALLENGE TROPHY QUARTER FINALS  日本代表  5 - 22 フランス代表 

13th Place Semi Final     日本代表  7 - 33 サモア代表 

⑤「アジアラグビーセブンズシリーズ 2017 第 1戦 香港大会」 

平成 29年 9月 1日~ 2日 場所：香港 

第 1戦      日本代表 33- 5 スリランカ代表 

第 2戦      日本代表 33-10 韓国代表 

第 3戦      日本代表 38- 0 中華台北代表 

カップ準々決勝 日本代表 44- 0 マレーシア代表 

カップ準決勝   日本代表 40- 5 中国代表 

カップ決勝    日本代表 19-12 香港代表 

⑥「アジアラグビーセブンズシリーズ 2017 第 2戦 韓国大会」 

平成 29年 9月 23日~ 24日 場所：韓国 
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第 1戦       日本代表  47-5 スリランカ代表 

第 2戦       日本代表  45-0 中華台北代表 

第 3戦       日本代表  45-7 中国代表 

カップ準々決勝  日本代表  34-5 フィリピン代表 

カップ準決勝   日本代表  19-7  香港代表 

決勝         日本代表  12-17 韓国代表 

⑦「アジアラグビーセブンズシリーズ 2017 第 3戦 スリランカ大会」 

平成 29年 10月 14日~ 15日 場所：スリランカ 

  2017年アジアシリーズ総合 1位でラグビーワールドカップ・セブンズ 2018 出場権を獲得  

（2018年 7月 20日～22日 アメリカ・サンフランシスコ） 

第 1戦      日本代表  28-7  マレーシア代表 

第 2戦      日本代表  29-5  フィリピン代表 

第 3戦      日本代表  7-19  香港代表 

カップ準々決勝 日本代表 26-12  中国代表 

カップ準決勝   日本代表 15-10  韓国代表 

決勝        日本代表 14-19  香港代表 

 

（６） 男子 7人制セブンズディベロップメントスコット 

①2017関西セブンズフェスティバル 

平成 29年 4月 1日~ 2日 場所：大阪市鶴見緑地球技場 

結果：優勝 

②第 7 回 東日本クラブセブンズ 2017＠熊谷ラグビー場 C グラウンド 

平成 29年 5月 7日場所：熊谷ラグビー場 C グラウンド 

結果：優勝 

③なの花薬局ジャパンセブンズ 2017 

平成 29年 7月２日 場所：秩父宮  

結果：優勝 

④第６回ピリカモシリセブンズ 

平成 29年 7月 8 日～９日 場所：北海道  

結果：３位 

⑤第一回シリコンバレーセブンズ 

平成 29年 11月 4日~5日 場所：シリコンバレー vaya Stadium 

第 1 戦         日本選抜  47- 0  中国 

第 2 戦         日本選抜  26-26  フィジー 

第 3 戦         日本選抜   7-36  オーストラリア 

カップ準々決勝     日本選抜  10-24  チリ 

5/8 位決定戦             日本選抜  12-27  サモア 

7/8 位決定戦       日本選抜   5-26  ニュージーランド 
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⑥ラスベガス招待大会「2018 AMERICAS CUP ELITE」 

⑦平成 30年 3月 1日~3日 場所：ラスベガス 

第 1 戦     Japan SDS 22-14 Froggies 

第 2 戦     Japan SDS 34-5 Misfits 

第 3 戦     Japan SDS 22-21 1823  

Cup QF        Japan SDS 17–0 1823 

Cup SF     Japan SDS 15 – 12 Froggies 表 

Final     Japan SDS 12 – 5 Tiger 

 

（７）男子 7 人制ユース代表 

①第 3 回ユースオリンピック競技大会アジア予選（ASIA RUGBY U17 SEVENS） 

平成 29年 9月 9日~10日 場所：中華台北 

結果：優勝 第 3 回ユースオリンピック競技大会への出場権を取得 

第 1 戦            日本代表 49- 0 ラオス代表 

第 2 戦            日本代表 59- 0 フィリピン代表 

第 3 戦            日本代表 40- 0 タイ代表 

第 4 戦       日本代表 80- 0 ウズベキスタン代表 

カップ準決勝戦   日本代表 47- 5 中華台北代表 

決勝戦       日本代表 43- 0 タイ代表 

 

（８）15人制女子 

①欧州強化遠征*選抜チームによる参加 

平成 29年 6月 3日  日本選抜 22 - 24 アイルランド選抜  ＠UCD Bowl  

平成 29年 6月 7日  日本選抜 15 - 24 アイルランド選抜  ＠Billings Park  

平成29年6月11日  日本代表 52 - 10 ウェールズ選抜  ＠CCB Center for Sporting Excellence 

②女子アジアラグビーチャンピオンシップ 2017 

平成 29年 7月 8日  第１戦 日本代表 58 - 0 香港代表   @城山陸上競技場  

平成 29年 7月 15日 第 2戦 日本代表 60 - 19 香港代表 @香港・King’s Park 

③女子ラグビーワールドカップ 2017アイルランド大会 

平成 29年 8月  9日プール C第１戦     女子日本代表 14-72 女子フランス代表 

平成 29年 8月 13日プール C第 2戦     女子日本代表 14-24 女子アイルランド代表 

平成 29年 8月 17日プール C第 3戦     女子日本代表 15-29 女子オーストラリア代表 

平成 29年 8月 22日 9～12位順位決定戦 女子日本代表  0-22 女子イタリア代表 

平成 29年 8月 26日 11位 12位決定戦   女子日本代表  44- 5 女子香港代表    

 

（９）7人制女子 

①「HSBC ワールドラグビー 女子セブンズシリーズ 2017-2018 昇格大会＠香港」 

平成 29年 4月 6日~ 7日 場所：香港 
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結果：優勝 「HSBC ワールドラグビー女子セブンズシリーズ 2017-2018」 のコアチーム昇格 

第 1戦     日本代表 54- 0 ジャマイカ代表 

第 2戦     日本代表 22- 5 オランダ代表 

第 3戦     日本代表 21-14 中国代表 

準々決勝   日本代表 28-14 中国代表 

準決勝     日本代表 31- 0  イタリア代表 

決勝       日本代表  22-10 南アフリカ代表 

②「HSBC ワールドラグビー女子セブンズシリーズ 2016-2017 第 4戦 北九州大会」 

平成 29年 4月 22日~ 23日 場所：北九州 

第 1戦     日本代表  0-31 ニュージーランド代表 

第 2戦     日本代表  5-29 ロシア代表 

第 3戦     日本代表  5-33 フランス代表 

Challenge Trophy Semi Finals  日本代表   5-14 スペイン代表 

11TH Place Play-Off          日本代表  10-12 ブラジル代表 

③「HSBC ワールドラグビー女子セブンズシリーズ 2016-2017 第 6戦 フランス大会」 

平成 29年 6月 24日~ 25日 場所：フランス 

第 1戦                 日本代表 10 - 21 ニュージーランド代表 

第 2戦                 日本代表  5 - 33 アメリカ代表 

第 3戦                 日本代表  5 - 26 アイルランド代表 

チャレンジトロフィー準決勝 日本代表 25 - 7  イングランド代表 

チャレンジトロフォー決勝  日本代表 14 - 15  スペイン代表 

④「アジアラグビーセブンズシリーズ 2017 第 1戦 韓国大会」 

平成 29年 9月 23日~ 24日 場所：韓国 

第 1戦       日本代表 45-0  シンガポール代表 

第 2戦       日本代表 17-15 カザフスタン代表 

第 3戦       日本代表 34-5  タイ代表 

カップ準々決勝 日本代表  53-0  韓国代表 

カップ準決勝   日本代表 28-0  香港代表 

決勝         日本代表 19-14 中国代表 

⑤「アジアラグビーセブンズシリーズ 2017 第 2戦 スリランカ大会」 

平成 29年 10月 14日~ 15日 場所：スリランカ 

2017年アジアシリーズ総合 1位でラグビーワールドカップ・セブンズ 2018 出場権を獲得  

（2018年 7月 20日～22日 アメリカ・サンフランシスコ） 

第 1戦       日本代表  17-7  スリランカ代表 

第 2戦       日本代表  43-0  韓国代表 

第 3戦       日本代表  17-5  香港代表 

カップ準々決勝  日本代表 27-0  シンガポール代表 

カップ準決勝   日本代表 12-10 カザフスタン代表 
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決勝         日本代表 10-5  中国代表 

⑥「HSBC ワールドラグビー女子セブンズシリーズ 2017-2008 第 1戦 ドバイ大会」 

平成 29年 11月 30日~ 12月 2日  場所：ドバイ 

第 1戦                日本代表 0-27 オーストラリア代表 

第 2戦               日本代表 0-36 ロシア代表 

第 3戦               日本代表 14-26 イングランド代表 

チャレンジトロフィー準決勝   日本代表 5-38 アイルランド代表 

11位/12位決定戦        日本代表 15-17 フィジー代表 

⑦HSBC ワールドラグビー女子セブンズシリーズ 2017‐2018 第 2戦 オーストラリア大会（シドニー）  

平成 30年 1月 26日~1月 27日 場所：オーストラリア 

第 1戦              日本代表 7-48 ニュージーランド代表 

第 2戦              日本代表 0-38 アメリカ代表 

第 3戦               日本代表 17-10 イングランド代表 

チャレンジトロフィー準決勝  日本代表 10-19 フィジー代表 

11位/12位決定戦       日本代表 41- 5 パプアニューギニア代表 

 

（１０）女子 7人制セブンズディベロップメントスコット 

①マナウェイフィジーコーラルコーストセブンズ （フィジー、ナンディ） 

平成 30年 1月 18日~ 19日  場所：フィジー 

第 1戦         女子セブンズ日本選抜 50-0  Hotspring Savusavu 

第 2戦       女子セブンズ日本選抜 31-7  Nadi Blazers 

カップ準々決勝    女子セブンズ日本選抜 29-14 SNAX Nadi Aviators 

カップ準決勝      女子セブンズ日本選抜  7-36  Striders 

②スーパーセブンズ（ブリスベン） 

平成 30年 2月 3日~ 4日  場所：オーストラリア 

第 1戦      女子セブンズ日本選抜 17－12 ＴＲＩＢＥ７s 

第 2戦      女子セブンズ日本選抜  5－31 オーストラリア 

プレート準決勝 女子セブンズ日本選抜 28－12 アメリカ 

プレート決勝   女子セブンズ日本選抜 12－47 イングランド 

③沖縄セブンズ（OKINAWA SEVENS）2018 

平成 30年 2月 24日~ 25日  場所：沖縄 

第 1戦                女子セブンズ日本選抜 A 24-26  アメリカ 

第 1戦                女子セブンズ日本選抜 B  5-31  オーストラリア 

第 2戦                女子セブンズ日本選抜 A 15-20  ロシア 

第 2戦                 女子セブンズ日本選抜 B 12-31  カナダ 

第 3戦                女子セブンズ日本選抜 A 36-21  フィジー 

第 3戦                 女子セブンズ日本選抜 B 10-26  イングランド 

準々決勝 1              女子セブンズ日本選抜 B 17-21  ロシア 
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準々決勝 1             女子セブンズ日本選抜 A  5-10 カナダ 

5 位/6 位決定戦準決勝   女子セブンズ日本選抜 A 26-0 女子セブンズ日本選抜 B   

7 位/8 位決定戦      女子セブンズ日本選抜 B  10-26  フィジー 

5 位/6 位決定戦       女子セブンズ日本選抜 A  19-15 アメリカ 

 

（１１）女子 7 人制ユース代表 

①第 3回ユースオリンピック競技大会アジア予選（ASIA RUGBY U17 SEVENS）@ドバイ（U17） 

平成 29年 11月 29日~ 30日  場所：ドバイ 

結果：優勝 第 3回ユースオリンピック競技大会への出場権を取得 

第 1戦      日本代表  62-0 ラオス代表 

第 2戦      日本代表  50-0 インド代表 

カップ準々決勝戦 日本代表 70-0 スリランカ代表  

カップ準決勝戦  日本代表    48-0 カザフスタン代表     

決勝戦        日本代表   17-7 中国代表 

②World School Sevens＠ニュージーランド（U18） 

平成 29年 12月 16日  場所：ニュージーランド 

第 1戦              日本代表  17-10 ヘイララ 

第 2戦              日本代表   5-40 ニュージーランド代表（U18） 

カップ準決勝戦           日本代表   0-28 ニュージーランド代表（U17）  

プレート決勝（3位決定戦） 日本代表  12-20 ニュージーランド代表（U18）  

 

１１．技術委員会 

評価部門 

（１）試合視察 

  ①日本代表 

    リポビタン Dチャレンジカップ 2017    対ルーマニア（6月 10日） 

     リポビタン Dチャレンジカップ 2017    対アイルランド（6月 17日） 

     ジャパンラグビーチャレンジマッチ 2017 対世界選抜（10月 28日） 

     リポビタン Dチャレンジカップ 2017     対オーストラリア（11月 4日） 

     リポビタン Dツアー2017              対フランス（11月 26日） 

  ②サンウルブズ 

     2017シーズン 対ブルーズ（7月 15日） 

     2018シーズン 対ブランビーズ（2月 24日） 

          〃     対レベルズ（3月 3日） 

           〃      対チーフス（3月 24日） 

   ③ジュニア・ジャパン 

      パシフィック・チャレンジ 2018   対フィジーウォリアーズ（3月 13日） 

                                 対サモア A（3月 17日） 
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（２）合宿視察 

  ①ジュニア・ジャパン強化合宿 平成 30年 2月 12日（月）～13日（火） 

 

技術開発部門 

（１）次年度（30年度）以降の活動計画検討：代表ゲーム・スキル分析等 

 

科学情報部門 

（１）ラグビー科学研究 vol.29-1を発刊（平成 30年 3月） 

（２）JOC、スポ協、JISS との連携強化及び７人制強化・普及支援活動 

（３）女子代表世界スタンダードエビデンス構築（安全対策委員会連携） 

（４）その他 

①JOC コーチ研修義務「ナショナルコーチアカデミー」内容研究 

②強化コーチ養成研修会支援 

・九州：平成 29年 7月 16日（日）＠福岡大学 

     ・関東：平成 29年 7月 22日（土）＠オリンピックセンター、秩父宮ラグビー場 

・関西：平成 30年 2月 11日（日）＠大阪体育大学 

 

審判部門 

RWC2019・2020 東京オリンピック以降向けて、ハイパフォーマンスとディベロップメント組織体制の見直しと構

築作業をスタート。組織のスリム化とハイパフォーマンスの強化を目的に業務改革のベースとなる案を作成し、30

年以降に順次進めていく計画作りを進める。 

（１）パネルレフリー(WRパネル・ARFUパネル) 活動・海外研修 

①WR15 人制パネル 1 名、WR セブンズパネル男子１名、女子 1 名、アジアパネル男子 7 名、女子 2 名、

レフリーコーチ 9名が活動 

（２）海外NZL・Scotland・USA・UAE・Singapore・韓国協会との交流(派遣・受け入れ) 

（３）トップレフリー研修 （東京・千葉・北海道他） 

①府中クロスウェーブ（6月）・青山 ESTA（11月）・柏の葉キャンパス（3月） 

    ②トップリーグチームとの合同セッション（7月） 

    ③北海道・網走にて実技セッション計 5回（8月） 

（４）ディベロップメントレフリー研修（東京・千葉・菅平他） 

    ①長野県菅平（8月）・大阪クライトン新大阪（12月）・青山アジア会館（3月） 

    ②アカデミーレフリー研修会 計 12回（東京・千葉・菅平・大阪） 

     トップリーグ機構レフリー研修会に参加（東京） 

（５）ミニラグビーレフリー資格の制度検討 

（６）WRセブンズシリーズ・WR7S Olympic Qualifiers・WR High 

①Performance Optimisation Programme・Rio de Janeiro 

②Olympic・ARC・RSA Currie Cup・NZ Heartland CUP・海外セブンズ大会等に派遣 

（７）日本協会主催試合派遣 計 170試合派遣 
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①トップリーグ 123試合、 

②トップリーグチャレンジマッチ 9試合 

③トップリーグ参入マッチ 3試合 

④全国大学選手権大会 13試合 

⑤全国高校選手権大会 3試合 

⑥全国高専大会 1試合 

⑦全国地区対抗 1試合 

⑧全国クラブ選手権大会 14試合 

⑨日本選手権 3試合 

（８）代表チームサポート（合宿派遣等） 計 30回 

①男子 15人制 U19代表 3回   

②男子 7人制  日本代表 6回 

③女子 15人制 日本代表 4回 

④女子 7人制  日本代表 16回、ユース 1回 

（９）女子レフリー育成・発掘活動 

①全国登録レフェリー数 27名 

    ②女子アカデミーレフェリー 4名 毎月研修会を実施 

    ③トップレフェリー研修 年 3回 菅平（8月）・大阪（12月）・愛知（3月） 

    ④全体研修 2回／年 菅平（8月）・東京（11月） 

 

HP コーチング部門 

（１）JRFUエリートコーチ（トップチームコーチ及び強化コーチ対象講習会） 

①JRFU トップチームコーチ資格講習会 

平成 29年 3月２日〜４日 2017年度 JRFU トップチームコーチ資格講習会 

（ワールドラグビーコーチングレベル 1&amp;2） 

平成 29年 3月 9日〜11日 2016年度 JRFU トップチームコーチ資格講習会 

（ワールドラグビーコーチングレベル３Part２） 

平成 29年 11月 6日〜9日 2017年度 JRFU トップチームコーチ資格講習会 

（ワールドラグビーコーチングレベル３Part1） 

平成 30年 2月 15日〜17日 2017年度 JRFU トップチームコーチ資格講習会 

（ワールドラグビーコーチングレベル３Part２） 

②JRFU トップチームコーチ会議開催 

平成 29年 7月 2日（日）14:00～17：00  関西協会＠立命館大学 

平成 29年 7月 8日（土）13:00～16：00  九州協会＠九州協会 

平成 29年 7月 9日（日）13:00～16：00  関東協会＠オリンピックセンター 

③トップコーチ＆トップレフリーカンファレンス 

平成 29年 6月 25日  ＠クロスウェーブ府中 

（２）日本代表カテゴリー組織診断システム 
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①ウィブ型アンケート構築期間 平成 29年 4月〜6月 

②各カテゴリー診断実施期間 

平成 29年７月 NDS 

平成 29年 7月サンウルブズ 

平成 29年 7月 日本代表 

平成 29年 8月 日本代表U17 

平成 29年 9月 日本代表U20 

平成 30年 3月 日本代表U19 

（３）JRFUハイパフォーマンスコーチ育成プログラム策定 

①平成 29年 4月ブレスト Kickoff 

②平成 29年 10月ワールドラグビーT&amp;Eカンファレンス  ＠マレーシア 

③平成 29年 12月技術委員会にて紹介 

④平成 30年 2月プログラム学術アドバイザー要請 

（４）JRFU コーチングアワード制度 

①平成 30年 3月 31日  プレスリリース（日本協会広報） 

（５）エクスチェンジコーチングセッション 

①平成 29年 5月 3日 Sanix World Youthエクスチェンジコーチングセッション 

（各国協会関係者によるラグビー国家戦略共有）＠宗像市グーバルアリーナ 

 

ユース戦略部門 

（１）U19 

①TIDユースキャンプ【高校日本代表候補合宿】   

平成 29年 6月 23日～26日＠東京・キヤノンスポーツパーク 

平成 29年 9月 15日（金）～17日（日） 和歌山・上富田 

     平成 29年 12月 22日（金）～24日（日） 京都・同志社大学 

②高校日本代表セレクション合宿 

    平成 30年 1月 30日~2月 1日 奈良・天理大学 

③高校日本代表強化合宿 

    平成 30年 2月 19日~22日 大阪・近畿大学 

④高校日本代表直前合宿 

    平成 30年 3月 13日~17日 奈良・天理大学 

⑤高校日本代表海外遠征 

平成 30年 3月 17日～30日 アイルランド・ダブリン 

第 1戦（20日） U19日本代表（31-38）U19 レンスター  

第 2戦（24日） U19日本代表（29-40）U19アイルランド代表 

第 3戦（28日） U19日本代表（40-24）U19アイルランド代表 

（２）U18 

 ①2017 ラグビーヨーロッパ男子 U18 ヨーロピアンチャンピオンシップ 
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  平成 29年 4月 2日（日）~17日(月) 

第 1戦（7日）  U18日本代表（36-10）U18ベルギー代表 

第 2戦（11日） U18日本代表（17-42）U18ジョージア代表 

第 3戦（15日） U18日本代表（22-16）U18ポルトガル代表 

   ※最終成績 第 3位 

（３）U17 

 ①U17ブロックトライアウト  全国 9ブロックで開催 

北海道：6月 16日（金）〜18日（日） 定山渓バーバリアンズグランド 

東北  ：6月 30日（金）～7月 2日（日） 青森県総合運動公園球技場 

関東  ：6月 23日(金)～25日(日) 栃木県栃木市 

北信越：6月 23日(金）～25日（日） 長野県上田市菅平 

東海  ：6月 30日（金）〜7月 2日（日） 三重県：三重交通Ｇｽﾎﾟｰﾂの杜鈴鹿 

近畿  ：6月 2日（金）～4日（日） 奈良県御所市 

中国  ：6月 16日(金)～18日(日) 山口県長門市俵山多目的交流広場 

四国  ：5月 13日(土)～14日(日) 久万高原ラグビー場 

九州  ：7月 8日（土）～7月 10日（月） 湯布院スポーツセンター 

②U17TIDユースキャンプ【U17日本代表候補合宿】  

平成 29年 8月 3日（木）～5日（土） 長野県・菅平高原 

③第 25回日韓中ジュニア交流競技大会 

平成 29年 8月 23日（水）～29日（火） 日本・茨城県 

U17日本代表（113-0）U18韓国代表 

U17日本代表（73- 5）U19中国代表 

 

１２．普及育成委員会・普及育成部 

コーチング部門 

（１）有資格者数 ※2018年 5月 14日現在 

スタートコーチ：6,840名、育成コーチ：1,015名、強化コーチ：898名、トップチームコーチ：159名 

（２）平成 29年度資格新規取得者 

  スタートコーチ：1,063名 育成コーチ：89名 強化コーチ：74名 

（３）資格養成講習会・ブラッシュアップ研修会開催状況 

①育成コーチ 

・青森 日 程：平成 29年 7月 8日（土）、9日（日）、22日（土）、23日（日） 

場 所：青森県立八戸工業高等学校 

・東京 日 程：平成 29年 11月 3日（金・祝）～5日（日） 

場 所：秩父宮ラグビー場 

・石川 日 程：平成 30年 1月 6日（土）～8日（月・祝） 

場 所：白山郷公園スポーツ施設 体育館 

・福岡 日 程：平成 29年 11月 3日（金・祝）～5日（日） 
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場 所：福岡大学 

②強化コーチ 

・関東 日 程：平成 29年 7月 22日（土）～26日（水） 

場 所：国立オリンピック記念青少年センター、秩父宮ラグビー場（東京都） 

・関西 日 程：平成 30年 2月 3日（土）、4日（日）、10日（土）～12日（月・祝） 

場 所：大阪体育大学（大阪府） 

・九州 日 程：平成 29年 7月 13日（木）～17日（月・祝） 

場 所：福岡大学（福岡県） 

③トップチームコーチ        ※新規養成実施せず 

・World Rugby Level3 part 1  11月 6日(月)～9日(木)  場所：流通経済大学（茨城県） 

・World Rugby Level3 part 2   2月 15日(木)～17日(土)  場所：秩父宮ラグビー場（東京都） 

（４）スタートコーチ認定講習会：43回 

（５）ブラッシュアップ研修会：51回 

（６）トップコーチ会議 

・関東 日程：平成 29年 7月 9日（日）場所：国立オリンピック青少年総合センター（東京都） 

・関西 日程：平成 29年 7月 2日（日）場所：立命館大学大阪いばらきキャンパス  （大阪府） 

・九州 日程：平成 29年 7月 8日（土）場所：九州ラグビー協会事務所（福岡県） 

 

 

地域連携部門 

（１）Regional Development Officer（地域普及担当者）の採用 

戸澤 克彦（関東担当）  冨岡 耕児（関西担当）  星野 幸喜（九州担当） 

活 動：開催都市を回り、未来計画/Impact Beyond 2019の策定、実行に向けた個別協議 

（２）RWC2019 12開催都市の訪問 

日 程：5月～6月 

内 容：JR2019 と共に未来計画・Impact Beyond 2019の説明 

（３）2019年ＲＷＣに向けた取り組みついての集合会議 

日 程：平成 30年 1月 27日、28日 

場 所：日本ラグビーフットボール協会 ジャパンクラブ 

内 容：2019年及び 2019年以降に向けた普及・育成活動に関する協議 

（４）スポーツ庁委託事業「２０１９年ラグビーワールドカップ普及啓発事業 

①「タグラグビー」を活用したラグビーの普及・拡大 

・タグラグビー普及実態把握のための導入実績調査（抽出調査） 

・中学校タグラグビー導入モデル事業の実施 

埼玉県熊谷市 

日 程：平成 29年 8月 4日  

場 所：熊谷市スポーツ・文化村「くまぴあ」（埼玉県熊谷市）  

受講者：17名 
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神戸市 

日 程：平成 30年 2月 16 日  

場 所：神戸市立吉田中学校  

受講者：32名 

大分県  

日 程：平成 30年 2月 25日  

場 所：大分市立明野北小学校  

受講者：8名 

福岡県福岡市 

日 程：平成 30年 3月 13日 

場 所：アクシオン福岡  

受講者：29名 

②放課後ラグビープログラムモデル事業 

・北海道札幌市クラス 

期 間：平成 29年 7月～9月（全 10回 7/5、12、19、26、8/2、9、16、23、30、9/6） 

場 所：月寒ラグビー場、札幌市平岸高台小学校 参加者：26名（男子 25名/女子 1名） 

・岩手県釜石市クラス 

期 間：平成 29年 7月～11月（全 10回 7/12、19、8/23、31、10/4、11、18、11/1、8、15） 

場 所：釜石市球技場  参加者：19名（男子 18名/女子 1名） 

・東京世田谷クラス 

期 間：平成 29年 7月～9月（全 9回 7/8、29、8/5、12、19、26、9/3、10、17） 

場 所：世田谷区リコー総合グランド 参加者：36名（男子 33名/女子 3名） 

・東京日野市クラス 

期 間：平成 29年 10月～12月（全 10回 10/2、19、25、11/1、9、16、22、30、12/4、14） 

場 所：日野レッドドルフィンズ練習グランド 参加者：34名（男子 29名/女子 5名） 

・神奈川県横浜市クラス 

期 間：平成 29年 7月～10月（全 10回 7/5、12、19、8/13、20、27、10/4、11、18、25） 

   場 所：関東学院大学釜利谷グラウンド 参加者：36名（男子 32名/女子 4名） 

・埼玉県熊谷市クラス 

期 間：平成 29年 7月～10月（全 10回 7/6、20、27、8/3、10、31、9/14、21、28、10/5） 

場 所：立正大学ラグビー部ラグビー場 参加者：26名（男子 23名/女子 3名） 

・埼玉県狭山市クラス 

期 間：平成 29年 12月～平成 30年 2月（全 9回 12/5、12 、19、26、1/9、16、30、2/6、13） 

場 所：セコムラグビーフィールド 参加者：29名（男子 29名） 

・静岡県静岡市 

期 間：平成 29年 9月～11月（全 10回 9/1、8、15、22、29、10/6、13、20、27、11/3） 

場 所：静岡高校グランド 参加者：19名（男子 16名/女子 3名） 

・愛知県豊田市クラス 
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期 間：平成 29年 7月～10月（全 10回 7/26、8/2、9、23、30、9/6、13、20、27、10/4） 

場 所：トヨタスポーツセンターラグビーグランド 参加者：27名（男子 26名/女子 1名） 

・兵庫県神戸市クラス 

期 間：平成 29年 9月～11月（全 8回 9/19、25、10/4、9、23、31、11/6、20） 

場 所：神戸親和女子大学鈴蘭台キャンパス内グランド 参加者：7名（女子 7名） 

・大阪府東大阪市クラス 

期 間：平成 29年 9月～11月（全 10回 9/7、14、21、28、10/12、19、26、11/2、9、23） 

場 所：アナン学園高等学校内グランド 参加者：11名（女子 11名） 

・福岡県福岡市クラス 

期 間：平成 29年 7月～9月（全 10回 7/3、10、24、31、8/2、7、28、30、9/4、11） 

場 所：福岡大学 参加者：32名（男子 31名/女子 1名） 

③ラグビーを通じた国際交流プログラム事業 

派遣期間：平成 29年 8月 6日（日）から 8月 26日（土） 

派 遣 先：ニュージーランド ベイオブプレンティ 

滞在方法：ニュージーランド家庭でのホームステイ 

内 容：英語及びラグビーのスキルアップを目的にした Game on Englishプログラム参加 

ラグビーを通じたニュージーランド文化・伝統学習 

帰国後の報告会及び 2019年ラグビーワールドカップのレガシープラン推進活動参加 

参 加 者：11名 

（５）スクラムジャパンプログラム 

  ①日本橋さくら祭り 

日 程：平成 29年 4月 8日（土）  場 所：日本橋さくら通り（三越前） 

来場者：延べ 80,000人（うちラグビーブース体験者：2,000人）   

②丸の内キッズジャンボリー 

日 程：平成 29年 8月 15日（火）～17日（木） 

場 所：東京国際フォーラム 

来場者：延べ 11万人（うちラグビーコーナー体験者：5,000人） 

③スクラム先生プロジェクト 

日 程：平成 29年 4月 1日～平成 30年 3月 31日 

場 所：ラグビーワールドカップ 2019開催都市の小学校 

     町田市立成瀬台小学校、町田市立南第三小学校、神戸市立若宮小学校、 

神戸市立長田南小学校、札幌市立平岸高台小学校、大野城市立御笠の森小学校、 

福岡市立筑紫丘小学校、熊本市立若葉小学校、熊本市立託麻北小学校、 

釜石市立釜石小学校、日田市立大明小学校、日田市立日隈小学校、 

掛川市立西郷小学校、磐田市立竜洋東小学校、静岡市立井宮北小学校、 

袋井市立袋井南小学校、釜石市立鵜住居小学校 

対 象：小学校 5、6年生男女     体験者：1,071人 

  ④都道府県協会助成事業 
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  ・第１回 大分県どろ田ラグビー大会 

      日 程：平成 29年 6月 18日   

場 所：大分市横尾（大分県） 

    参加者：95名 

・第５回全十勝タグラグビー大会（2017帯広市スポーツフェスティバル） 

日 程：平成 29年 10月 9日   

場 所：帯広の森球技場（北海道） 

    参加者：126名 

・保護者 のためのタタグラビー講習会 

      日 程：平成 29年 7月 15日、10月 21日、11月 25日 

      場 所：奈良市立飛鳥小学校、奈良市立済美南小学校、奈良市立済美南小学校（奈良県） 

      参加者：193名 

・第 20回秋田市タグラグビー大会 

      日 程：平成 29年 11月 3日   

場 所：秋田県立中央公園トレーニングセンター（秋田県） 

      参加者：169名 

・ラグビー体験 DAY（人口芝ふれあい体験） 

      日 程：平成 29年 10月 9日 

   場 所：保土ヶ谷公園ラグビー場（神奈川県） 

    参加者：105名 

・「元日本代表・トップリーグ選手も参加！」八尾市ラグビー体験教室 

    日 程：平成 30年 2月 18日 

    場 所：八尾市南木の本防災公園 運動広場（大阪府） 

    参加者：149名 

 

ラグビーリンク部門 

(1)後援 

①たんぼラグビー 

・京都  日 程：平成 29 年 5月 21 日（日）   場 所：福知山市 

②FIVES 

・大阪  日 程：平成 29 年 10 月 7日（土） 

・東京  日 程：平成 29 年 11 月 26 日（日） 

 

学校教育部門 

（１） 中学校体育授業の検討 

検討会議 日 程：平成 29年 5月 13日（土）、6月 11日（日）、11月 18日（土） 

場 所：日本協会（東京都） 

（２） 高等学校体育授業の検討 
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検討会議  日 程：平成 30年３月９日 

    場 所：京都産業大学（京都府） 

 

小学生部門 

（１）三支部協会ミニラグビージャンボリー交流大会助成 

①関東協会 

・SEINAN ラグビーマガジン CUP関東ミニラグビー交流大会及び平成 29年菅平ミニラグビージャンボリー

交流大会 

日 程：平成 29年 7月 16日、17日    

場 所：菅平高原サニアパーク(長野県) 

参加者：選手 1,500名  指導者 500名  保護者等 1,000名 

・SEINAN ラグビーマガジン CUP 第 17回東北小学生ラグビーフットボール交流大会 

日 程：平成 29年 10月 14日、15日   

場 所：大潟村ラグビー場(秋田県) 

参加者：選手 157名  指導者 30名 

②関西協会 

・第 11回 関西ミニラグビージャンボリー交流大会 

日 程：平成 29年 6月 24日、25日   

場 所：淡路佐野運動公園多目的広場天然芝グラウンド(兵庫県) 

参加者：選手 909名  指導者・保護者等 2,000名 

・SEINAN ラグビーマガジン CUP関西ミニラグビー交流大会 2017 

日 程：平成 29年 10月 15日   

場 所： J-GREEN堺(大阪府) 

参加者：選手 941名  指導者・保護者等 1,500名     

③九州協会 

・SEINAN ラグビーマガジン CUP第 44回九州少年ラグビー交歓会 

日 程：平成 29年 8月 18日～20日 

場 所：国立阿蘇青少年交流の家（熊本県） 

参加者：選手 321名  指導者 100名  保護者等 500名   参加チーム：30チーム 

（35 スクール） 

（２）三地域ブロック大会助成 

①関東協会 

・第 29回北海道ラグビースクール小学生大会 

日 程：平成 29年 9月 17日、18日 

場 所：えんがる球技場 

参加者：選手 240名  指導者 40名 

・東京都秋季ミニラグビー交流大会／東関東ブロック交流大会 

日 程：平成 29年 11月 3日 
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場 所：江戸川区河川敷ラグビー場 

参加者：選手 900名  指導者 240名 

②関西協会 

・四国ブロック交流大会 

日 程：平成 29年 8月 1日、2日   

場 所：おこぜハウス（高知県） 

参加者：選手 100名  スタッフ 25名 

   ・第 16回北陸ブロックミニラグビー交流会 

日 程：平成 29年 9月 30日 

場 所：福井県運動公園（福井県） 

参加者：選手 200名  スタッフ 30名 

③九州協会： 

・第 18回東九州ブロックミニラグビー交流大会 

日 程：平成 29年 11月 3日 

場 所：県営八代運動公園（熊本県） 

参加者：選手 540名  指導者 140名 

 ・第 18回西九州ブロックミニラグビー交流大会 

日 程：平成 29年 10月 1日 

場 所：国営海の中道海浜公園 大芝生広場（福岡県） 

参加者：選手 830名  指導者 220名 

・第 10回沖縄県ブロックミニラグビー交流大会 

日 程：平成 30年 2月 10日 

場 所：うるま市与那城総合運動公園 

参加者：選手 200名  指導者 20名 

・第 17回南九州ブロックミニラグビー交流大会 

日 程：平成 29年 12月 10日 

場 所：鹿屋市いこいの森グラウンド（鹿児島県） 

参加者：選手 447名  指導者 50名  スタッフ 30名  保護者等 220名 

（３）各種研修会等助成 

・関東地区ミニラグビー指導者研修会 

日 程：平成 30年 2月 24日 

場 所：千葉商科大学（千葉県） 

参加者：ラグビースクール指導員 70名 

・関西地区ラグビースクール指導者講習会 

日 程：平成 30年 2月 17日、18日 

場 所：天理教高安大教会詰所（奈良県） 

参加者：ラグビースクール指導員 40名 

・四国ブロック指導者研修会 
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日 程：平成 29年 8月 1日、2日 

場 所：おこぜハウス（高知県） 

参加者：20名 

・平成 29年度指導者講習会～ラグビースクールプロモーション～ 

日 程：平成 29年 7月 29日、30日 

場 所：マリンカルチャーセンター（大分県） 

参加者：ラグビースクール指導員 40名 

（４）ミニラグビーフレンドリーマッチ 

日 程：平成 29年 12月 24日 

場 所：秩父宮ラグビー場（東京都） 

参 加：関東協会推薦：秋田シティーズ（東北）、常総ジュニアラグビーフットボールクラブ   （関東）、関

西協会推薦：キッズラグビーとりみ、九州協会推薦：熊本ラグビースクール 

 

中学生部門 

（１）太陽生命カップ 2017 第 8回全国中学生ラグビーフットボール大会 

日 程：平成 29年 9月 16日～18日 

場  所：ケーズデンキスタジアム水戸、水戸市ツインフィールド（茨城県） 

優勝チーム： 

中学校の部：東海大学付属仰星高等学校中等部  

ラグビースクールの部：横浜ラグビースクール 

女子の部：神奈川女子代表 

（２）第 23回全国ジュニアラグビーフットボール大会 

日 程：平成 29年 12月 29日、30日、31日 

場 所：神戸総合運動公園ユニバー競技場（兵庫県） 

優勝チーム： 

第１ブロック：大阪府中学校代表  第２ブロック：東京都スクール代表  

第３ブロック：兵庫県女子代表、東京都スクール女子代表（同点のため両チーム優勝） 

（３）三支部協会ジュニアラグビージャンボリー助成 

①関東 

・第 19回東日本ジュニアラグビー菅平ジャンボリー 

日 程：平成 29年 7月 29日、30日 

場 所：菅平サニアパーク、市営グラウンド他（長野県） 

②関西 

・第 19回関西中学生ラグビーフットボールジャンボリー 

日 程：平成 28年 7月 28日～30日 

場 所：ひだ数河高原 平成グラウンド（岐阜県） 

  ③九州 

・第 19回九州ジュニアラグビー福岡・鹿児島ジャンボリー大会 
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  福岡   日 程：平成 30年 1月 20日、21日 

場 所：宗像市グローバルアリーナ 

 鹿児島  日 程：平成 30年 2月 24日、25日 

場 所：鹿児島市立サッカー・ラグビー場 

（４）地域ブロック大会助成 

①関東 

・第 15回東日本 U15 ラグビーフットボール選抜大会」 

日 程：平成 30年 3月 10日、11日 

場 所：K’sデンキスタジアム、水戸市ツインフィールド（茨城県） 

・第 38回東北中学生ラグビーフットボール交流大会 

日 程：平成 29年 8月 11日、12日 

場 所：八幡平市ラグビー場（岩手県） 

  ②関西 

・第 9回 関西スクールジュニアラグビーフットボール新人交流大会 

日 程：平成 30年 3月 17日、18日 

場 所：淡路佐野運動公園・ボールパークあわじ（兵庫県） 

・第 21回中四国ジュニアラグビーフットボール大会 

日 程：平成 29年 9月 2日、3日 

場 所：ツネイシしまなみビレッジ（広島県） 

・第 19回近畿スクールジュニア交流大会（兼第 23回全国ジュニア大会近畿ブロックスクール 

予選大会） 

日 程：平成 29年 11月 25日、26日 

場 所：紀三井寺運動公園 （奈良県） 

③九州 

・第 18回ジュニアラグビー九州ブロック大会 

日 程：平成 29年 10月 7日～9日 

場 所：熊本県民総合運動公園ラグビー場（熊本県） 

（５）中学校タグラグビーエデュケーター養成講習会 

日 程：平成 29年 8月 4日 

場 所：熊谷市スポーツ・文化村 くまぴあ （埼玉県） 

参加者：６名 

 

タグラグビー部門 

（１）指導者養成 

①タグラグビーエデュケーター養成  

認定者：53名 

累 計：35都道府県 137名（エデュケーター）  7都道府県 116名（エデュケーター候補者） 

②タグラグビーティーチャー養成 
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開催都道府県： 

北海道、宮城、福島、群馬、栃木、茨城、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨、愛知、静岡 

岐阜、奈良、大阪、京都、福井、福岡、佐賀、大分、熊本、長崎、宮崎、鹿児島、沖縄 

研修会開催数：63回 

受講者：2,268名 

（２）サントリーカップ 第 14回全国小学生タグラグビー選手権大会 

①決勝大会 

日 程：平成 30年 2月 17日、18日 

場 所：味の素スタジアム・アミノバイタルフィールド（東京都） 

結 果： 

カップ優勝：八王子市立第六小学校「いずみの森ユナイテッド ベアーズ」 

プレート優勝：安達タグラグビー（福島県） 

ボウル優勝：磐田タグラグビークラブ EARTH（静岡県） 

関市立桜ケ丘小学校「桜６スター１０」（岐阜県） 

（※同点のため、両チーム優勝） 

シールド優勝：岡山市立桃丘小学校「桃丘ジェッツタグラグビークラブ」（岡山県） 

石塚賞：関市立桜ケ丘小学校「桜６スター１０」（岐阜県） 

②予選大会 

日 程：平成 29年 9月～平成 30年 2月 

場 所：全国 47都道府県各会場   

参加チーム：1,321チーム      参加選手：11,036名  

参加者（選手・指導者・保護者等）合計：30,000名 

 

（３）その他 

①日本協会 

・ジャパンラグビー トップリーグ 2017-2018「ＡＩＧタグラグビーツアー」 

日 程：平成 28年 8月～10月 

会 場：宮城県、東京都、愛知県、大阪府、兵庫県、大分県（6都府県／6開催） 

参加者：450名  

②関西協会 

・第 8回関西タグラグビーフェスティバル 2016 琵琶湖 CUP in 長浜ドーム 

日 程：平成 29年 5月 13日    

場 所：滋賀県立長浜ドーム（滋賀県） 

参加者：350名   来場者：1,000名 

・第 4回クリスマス CUP関西小学生タグラグビーチャンピオンシップ 

日 程：平成 29年 12月 16日   

場 所：滋賀県立長浜ドーム（滋賀県） 

参加者：選手 300名 
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・第 3回関西北陸タグラグビーフェスティバル 2017勧進帳 CUP in こまつドーム 

日 程：平成 30年 2月 10日   

場 所：こまつドーム（石川県） 

参加者：選手 200名、スタッフ 30名 

③九州協会 

・九州タグラグビーフェスティバル in 佐賀 

日 程：平成 29年 5月 27日 

場 所：佐賀県総合運動場 

参加者：選手 132名、指導者 10名、スタッフ 10名、保護者 50名 

・KKT タグラグビーフェスタ 

日 程：平成 29年 7月 16日 

場 所：熊本県農業公園カントリーパーク 

参加者：選手 352名  指導者 40名  スタッフ 50名  保護者 200名 

・第 10回 大分県小学生タグラグビー交流大会（タグフェスタ in大分） 

日 程：平成 29年 10月 28日 

場 所：竹田市総合運動公園陸上競技場 

参加者：選手 88名  指導者 10名  スタッフ 10名  保護者 70名 

・第 16回タグフェスタ in都城 

日 程：平成 29年 10月 14日 

場 所：美郷町立美郷南学園グラウンド（宮崎県） 

参加者：選手 82名  指導者 10名  スタッフ 13名  保護者 70名 

・平成 29年体育の日スポーツプラザ タグ・ミニラグビーフェスタ 

日 程：平成 29年 10月 10日   

場 所：鹿児島県立鴨池緑地公園 

参加者：選手 300名  指導者 35名  スタッフ 12名  保護者 200名 

・第 20 回沖縄県スポーツレクリエーション祭タグラグビー大会兼タグフェスタｉｎ沖縄・第 15 回沖縄県女子ラ

グビー大会 

日 程：平成 29年 10月 8日   

場 所：読谷村陸上競技場 

参加者：選手 365名  指導者 50名  スタッフ 80名  保護者 300名 

 

国際協力部門 

（１）JICA-JRFU スクラムプロジェクト 

①JICAボランティア（青年海外協力隊等）派遣 

インド     期間：平成 28年 7月 11日～平成 30年 7月 10日（2年派遣） 

キルギス共和国 期間：平成 28年 7月 4日～平成 30年 7月 3日（2年派遣） 

スリランカ   期間：平成 28年 7月 7日～平成 30年 7月 6日（2年派遣） 

期間：平成 28年 10月 6日～平成 30年 10月 5日（2年派遣） 
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ウズベキスタン 期間：平成 29年 7月 4日～平成 31年 7月 3日（2年派遣） 

インドネシア  期間：平成 29年 9月 14日-平成 30年 9月 10日（短期） 

期間：平成 30年 2月 19日～平成 30年 3月 18日（大学連携） 

セネガル    期間：平成 29年 1月 10日～平成 31年 1月 9日（2年派遣） 

マダガスカル  期間：平成 29年 9月 26日～平成 31年 9月 25日（2年派遣） 

②二本松訓練所タグラグビーティーチャー研修会 

日 程：平成 29年 9月 3日 参加者：19名 

 

（２）スポーツ・フォー・トゥモロー 

①再委託事業「ラグビークリニック＆コーチングクリニック」 

日 程：平成 30年 2月 2日～3日  

場 所：タイ・ムックダーハーン  

派遣者：3名 

②JRFU/JSC/岩手県/釜石市連携プログラム 

ラグビー国際交流プログラム 

日 程：平成 30年 2月 6日～11日 

場 所：スリランカ・ゴール市、インドネシア・ジャカルタ市、プラムカ島 

派遣者：4名 

（３）外務省「21世紀東アジア青少年大交流計画（JENESYS Programme）」 

内  容：タグラグビー指導及び交流大会 

日 程：平成 29年 10月 11日～14日 

場 所：時之栖・エコパスタジアム（静岡県） 

訪日団：ASEAN10カ国・東ティモール 164名 

（４）Pass It Back実施にかかる ChildFund Japan への技術協力 

日 程：平成 29年 8月 4日～5日 

場 所：フィリピン・バコロド 

派遣者：4名 

（５）アジアラグビー（AR） Leading Rugby&Growing the Game Conference 

日 程：平成 29年 9月  

場 所：ドバイ  

派遣者：3名 

 

科学情報部門 

（１）ラグビー科学研究 vol.29-1を発刊（平成 30年 3月） 

（２）JOC、スポ協、JISS との連携強化及び７人制強化・普及支援活動 

（３）女子代表世界スタンダードエビデンス構築（安全対策委員会連携） 

（４）その他 

①JOC コーチ研修義務「ナショナルコーチアカデミー」内容研究 
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②強化コーチ養成研修会支援 

・九州：平成 29年 7月 16日（日）＠福岡大学 

   ・関東：平成 29年 7月 22日（土）＠オリンピックセンター、秩父宮ラグビー場 

・関西：平成 29年 2月 11日（日）＠大阪体育大学 

 

１３．安全対策委員会 

（１）安全推進講習会 ４～5月 各県 

（２）安全推進伝達講習会 

関東 平成 30年 1月 21日 

関西 平成 30年 2月 4日 

九州 平成 30年 1月 28日 

（３）セーフティアシスタント認定講習会 各県 

 

１４．メディカル委員会 

（１） メディカル委員会総会、三地域連絡協議会の開催 

総会  平成 30年 3月 17日 於ジャパンクラブ 

三地域 平成 29年 1月 24日 於秩父宮ラグビー場会議室 

（２） 各カテゴリー日本代表チームへのメディカルサポート 

（３） 日本協会主催試合へのMDD、メディカルコミッショナーの派遣 

（４） ラグビードクターカンファレンスの開催 

 第二回ラグビードクターカンファレンス 

平成 30年 2月 24日 於伊藤謝恩ホール（東京大学伊藤国際学術研究センター） 

（５） スーパーラグビー日本チーム（サンウルブス）メディカル部門へのサポート 

（６） 安全推進講習会開催への協力 

 安全推進伝達講習会 

   関東協会 平成 30年 1月 21日 於青山高校 

         九州協会 平成 30年 1月 28日 於九州協会会議室 

         関西協会 平成 30年 2月 4日 於大阪興國高校 

（７） World Rugby medical course講習会の開催 

    Immediate Care In Rugby Level2講習会  平成 29年 8月 12、13日 於秩父宮ラグビー場 

 

トレーナー部門 

（１） セミナー・研修会開催 

・JRFU トレーナーセミナー（九州） 6/18  受講者 32名 

 ・JRFU トレーナーセミナー（関東） 2/12 受講者 78 名 

     ・JRFU トレーナーセミナー（関西） 2/25  受講者 34名 

 ・JRFU トレーナー研修会（関東）  2/10 参加者 59 名 

「肩関節外傷・障害に対するリハビリテーション・トレーニング方法」   
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     ・JRFU トレーナー研修会（関西）  2/24 参加者 30名 

         「救急救命医によるラグビー現場での救急処置」 

 

（２） H28日体協 AT養成講習会受講推薦者 5名応募 ⇒ 4名推薦（JRFU→日体協）⇒ 受講受諾者 2名 

 

（３） 日本代表サポート   

男子 15人制 日本代表  ＊マッサージサポート（合宿・大会期間中） 

         7人制 日本代表 

U20、高校代表、アカデミー 

     女子 15人制 日本代表 

7人制 日本代表/アカデミー 

 

（４） 派遣（公募）事業 

・男子 15人制代表トレーナー/7人制代表トレーナー 

・女子 15人制代表トレーナー/7人制代表トレーナー 

・U-20サポートトレーナー 

・高校代表トレーナー/ U18 TID ユースキャンプ/U17 日韓中大会サポートトレーナー 

・コベルコカップサポートトレーナー 

・セブンズシニアアカデミーサポートトレーナー 

・ルーマニア代表 マッサージサポート 

・サンウルブスアスレティックトレーナー 

・スーパーラグビー マッサージサポート（ハリケーンズ、ブルーズ） 

・北九州女子セブンズWシリーズ 

 

（５） 安全対策委員会連携事業 

・トレーナーセミナー修了者に対する SA 認定  九州（30）関西（30）関東（67） ⇒ 127名 

・脳振盪に関する講習会 7 月 17日 運営支援 

 

１５．女子委員会 

（１）活動方針と目的 

女子ラグビーの健全な普及・発展及びプレーヤーの交流を目的とし、各カテゴリーの大会整備・運営、オリン

ピックやワールドカップを目指すプレーヤーの全国レベルでの育成の場を設け、女子ラグビー普及・発展、競

技力向上ための以下の事業を展開 

① 第 6回全国高等学校選抜女子セブンズラグビーフットボール大会 

日程 平成 29年 4月 5日  会場 埼玉県・熊谷ラグビー場 

概要 全国から高校、クラブ 12チーム参加 

   結果 ＜カップ＞優勝：國學院大學栃木高等学校 ＜プレート＞優勝：Rugirl-7  

＜ボウル＞優勝：愛媛県立三島高等学校 
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②KOBELCO CUP 2017 第 7回全国高等学校女子合同チームラグビーフットボール大会 

日程 平成 29年 7月 31日～8月 3日 会場 長野県・菅平高原 

概要 全国の女子高校生 15人制の大会 

結果 ＜決勝リーグ＞優勝：関東ブロック  ＜育成リーグ＞優勝：北信越ブロック  

③太陽生命カップ 2017 第 8回全国中学生ラグビーフットボール大会 

日程 平成 29年 9月 16日～18日  会場 茨城県・ケーズデンキスタジアム水戸他 

概要 全国から選抜された女子中学生たちによる７人制ラグビー 

結果 優勝：神奈川県女子代表 2位：大阪府女子代表 3位：兵庫県女子代表 

④大学女子 7人制ラグビーフットボール交流大会-WOMEN’S COLLEGE SEVENS- 

日程 平成 29年 9月 17日 会場 埼玉県・立正大学 

概要 全国の女子大学生による 7人制大会 

結果 優勝：日本体育大学 2位：立正大学・学芸大学合同チーム 

⑤第 19回ジャパンウィメンズセブンズ 

日程 平成 29年 10月 22日（日） 会場 愛知県・豊田自動織機刈谷グラウンド 

概要 全国の女子チームによる７人制大会 

結果 荒天のため、順位の決定はなし 

⑥第 4回全国女子ラグビーフットボール選手権大会（高校の部・一般の部） 

 （高校の部） 

日程 平成 29年 11月 23日（木・祝） 会場 東京都・江戸川陸上競技場 

概要 三地域代表チームで優勝を争う 15人制大会 

結果 優勝 関東高校代表 

（一般の部） 

日程 平成 30年 3月 18日 会場 愛知県・パロマ瑞穂ラグビー場 

概要 成人：関東大会、関西大会の結果により会長杯を争う 15人制大会 

結果 優勝：日本体育大学ラグビー部女子 2位：PEARLS・寝屋川 

⑦第 97回全国高等学校ラグビーフットボール大会U18花園女子 15人制 

日程 平成 29年 12月 27日（水） 会場 大阪府・東大阪市花園ラグビー場 

概要 全国を東西に分け、各地域で選抜された選手による 15人制の試合 

結果 EAST（東軍） 24-0 WEST（西軍） 

⑧平成 29年度女子東西対抗試合 

日程 平成 30年 3月 25日（日） 

会場 神奈川県・小田原市城山陸上競技場 

概要 東西の代表チームによる 15人制大会 

結果 EAST（東軍） 41-12 WEST（西軍） 

 

１６．アスリート委員会 

元日本代表選手、キャプテン会議代表選手、トップリーガーと日本ラグビーの未来に向けて議論。それぞれの立

場から、今後進むべき方向について共有 
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１７．アンチ・ドーピング委員会 

日本ラグビーフットボール協会アンチ・ドーピング規程に則り、国内アンチ・ドーピング機関である日本アンチ・ドー

ピング機構（JADA）と連携調整しながら、選手、コーチ、トレーナー、チームドクター等の関係者を対象として、ア

ンチ・ドーピング活動を行った。 

（１） ドーピング検査 

① JADAと協力して、競技会検査183検体(トップリーグ60検体・大学チームの定期戦（関東大学対抗戦・

リーグ戦、関西大学 A リーグ、九州学生リーグⅠ部）60検体・大学選手権 9検体・日本選手権 8検体、

WR 主催試合 30 検体、スーパーラグビー16 検体)を実施した。WR 主催試合では WR 主催の検査に

協力した。競技会外検査は JADAがラグビー選手に対しても実施した。国内のラグビー選手に対するド

ーピング検査で陽性例はなし。 

② H24 年度から大学チームの定期戦（関東大学対抗戦８校・リーグ戦８校、関西大学 A リーグ８校、九州

学生リーグⅠ部上位４校）でもドーピング検査を実施している。これらの大学チームについては、チーム

居場所情報の提出を義務化して、競技会外検査の対象とし、一層のアンチ・ドーピング啓発 

③ 治療使用特例（TUE）申請手続きに関する助言 

 

（２） 普及活動、セミナー開催、情報提供活動 

① トップリーグの各チームドクターとトレーナーを対象にアンチ・ドーピング関連の情報提供 

② JADA 主催の研修会講師講習を受講した委員を研修会講師としてチームに対するアンチ・ドーピング

研修会を実施。平成 29年度は 7人制日本代表（男子・女子）、3地域検査対象全大学および選手権出

場チーム（全 28大学）各 1回、トップリーグ（キヤノン）の計 31回実施 

③ 日本代表（15 人制、7 人制）各チーム、トップリーグ各チーム、日本選手権出場チーム、全国大学選手

権出場校、女子日本代表チームに JADA作成のアンチ・ドーピング関係教材を配布 

④ ３地域協会を通じて、JADA作成のアンチ・ドーピング教材を提供し、各協会の大学チーム等へ配布 

⑤ 第97回全国高等学校ラグビーフットボール大会では、JADAのアウトリーチ・プログラムにトップリーグチ

ーム（近鉄ライナーズ）からロールモデルアスリートを派遣して頂き実施アシックスカップ第 4 回全国高等

学校 7 人制ラグビーフットボール大会、太陽生命カップ 2017 第 8 回全国中学生大会では、日本協会

関係事業部と協力し本委員会でアウトリーチ・プログラムを実施 

 

（３）医薬品やサプリメントの問い合わせ対応 

アンチ・ドーピング委員会に対して 10件の問い合わせ（一般医薬品 2品目、医療用医薬品 14品目、医薬部

外品、栄養補助食品等 4品目、）があり、JADA公認スポーツファーマシストの資格を有するアンチ・ドーピン

グ委員が禁止物質の有無について回答 

サプリメントについては、国内の他競技でドーピング違反の原因となっていることから注意喚起 

 

１８．監査委員会 

（１）JSC助成金監査 

   監査日 2017年 4月 16日（日）・2017年 7月 22日（土）・2017年 10月 21日(土) 
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被監査部署 事務局 

内容 JSC助成金の会計整理、報告書等の確認 

 

（２）全般的な内部統制 

監査日 2017年 12月 16日（土） 

被監査部署 事務局 

内容 全体的な内部統制フレームワークの確認 

 

（３）2014年度、2015年度、2016年度監査して記事工に関してのフォロー 

 

（４）監査結果については、2018年 3月 14日（水）開催の理事会に報告 

 

１９．関東ラグビーフットボール協会 

（１）メディカル委員会 

①委員会活動 

②都道県医務委員長会議 

③メディカル委員会総会 

平成29年9月3日（日） 於日本青年館 会議室8F 

④日本協会メディカル委員会への参加 

⑤三支部連絡協議会への参加 

⑥日本協会主催試合（トップリーグを含む）の医務活動への協力 

⑦日本協会メディカル委員会共催 第二回ラグビードクターカンファランスへの協力 

 

（２）レフリー委員会 

①会議関係 

１）定例会議（毎月1回）、都道県委員長会議（3月11日開催）、首都圏レフリー委員長連絡会議 

②研修会・講習会関係 

１） レフリー・レフリーコーチ研修会（10月18日、2018 年2月25日開催） 

２） 関東トップレフリー研修会（5月19−21日、26−28日 東京） 

３） B 級レフリー認定講習会（8/11〜13 長野県菅平） 

４） 関東協会各種大会等レフリー研修会への委員& レフリーコーチ派遣 

③日本協会主催各種大会及び研修会 

④レフリー及びレフリーコーチ派遣関係 

⑤大学委員会、社会人委員会との意見・情報交換及び講習会開催 

 

（３）安全対策委員会 

①菅平高原及び夏の合宿地での安全対策啓発活動 

・熱中症の予防 
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・個人登録の義務再認識 

・安全対策啓発ポスターの配布 

・高校生対象のスキルアップ講習会での安全対策講習会の実施 

②日本協会主催の関東協会管下各県安全対策委員長会議開催 

③各都道県における安全推進講習会の開催とその受講義務の徹底 

④トレーナー対象のブラッシュアップ研修会開催 

⑤随時、重傷事故予防に関する注意喚起を促し、その啓発を図る。 

⑥脳振盪、脳振盪の疑いの報告書・復帰証明書の提出先・方法の徹底 

 

（４）コーチ委員会 

①指導者養成事業 

１） 強化コーチ養成講習会 

２） 育成コーチ養成講習会 

３） 関東協会トップチームコーチ会議 

４） 新スタートコーチ資格認定講習会及びブラッシュアップ講習会 

②地域推進事業 

③コーチ派遣事業 

 

（５）普及育成委員会 

≪中学校部門・中学生RS 部門≫ 

 U15 の中学生対象の各種大会、ジャンボリーの主催、全国大会を主管した他、全国大会に代表 

チームを派遣した。また、前年度から着手している中学生女子の環境整備等を推進し、男子に加えて女子のラ

グビー環境の整備、競技機会の創出による競技人口の拡大を図った。 

〈女子の環境整備と12人制〉 

  前年度に中学生RS の部の全大会に、女子の部を併設し、中学生女子の競技環境を中学生RS の男子と同

条件とし、環境整備、競技機会の創出を継続的に図っている。特に、7 人制に加えて12 人制競技の競技機

会増加を図り、BK 型選手の育成に加えて、FW 型選手にとっての環境整備も行っている。 

〈派遣レフリーの充実、安全対策強化、競技力向上〉 

 主催大会の担当レフリーは、原則としてレフリー委員会からの派遣としているのが、当協会レフリー委員会の

理解と協力を得て、特に将来のトップレフリー候補となる若手レフリーを充てるよう配慮していただいている。そ

の結果、12 人制競技のスピードに対応した、適切なレフリングによって、選手の競技に対する信頼と競技力の

向上、及び安全対策の強化を図っている。 

① 【大会の主催等】 

１）「第68 回関東中学校ラグビーフットボール大会」 

 6月17日、18日、25日 熊谷スポーツ文化公園・熊谷ラグビー場 

２）「第11回東日本U15 中学生ラグビークラブ大会 〜兼 太陽生命カップ2017 

 第8 回全国中学生ラグビーフットボール大会東日本地区RS の部& 女子の部予選〜」 

３）「第19 回 東日本ジュニアラグビー菅平ジャンボリー」 
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7月29日、30日 （28日代表者会議） 長野県上田市菅平 

４）「第23 回全国ジュニアラグビーフットボール大会関東地区中学予選」 

５）「第38 回東北中学生ラグビーフットボール交流大会」  

    8月11日、12日 岩手県八幡平市ラグビー場  

６）「太陽生命カップ2017第8 回全国中学生ラグビーフットボール大会・中学校の部東北北海道地区予選」 

8月26日、27日 秋田県秋田市八幡SPDF   

７）「第37 回東日本中学生ラグビーフットボール大会」 

ア．「第37 回東日本中学校ラグビーフットボール大会」 

  10 月14 日～12月22日、東京ガス大森グランド 江戸川陸上競技場他 

イ．「第37回東日本中学生ラグビーフットボール大会〜ラグビースクールの部〜  

 10月9日、15日、22日、11月11日、12日 北海道函館市根崎ラグビー場他 

８）「第23全国ジュニアラグビーフットボール大会 中学校 北海道東北代表決定戦」 

 11月18日、19日 秋田県秋田市八橋SPDF   

９）「第15 回東日本U15 中学生ラグビーフットボール選抜大会」  

 2018 年3月10日、11日 茨城県水戸市K-s デンキスタジアム他 

② 【全国大会の主管】 

「太陽生命カップ2017第8 回全国中学生ラグビーフットボール大会」 

 9 月17 日、18 日、19 日 茨城県水戸市  

③ 【全国大会へのチーム派遣」 

１） 「太陽生命カップ2017第8 回全国中学生ラグビーフットボール大会」 

２） 「第23 回全国ジュニアラグビーフットボール大会」 

≪タグラグビー部門≫ 

 競技スポーツ、タグラグビーの様相が強くなっているのが、真のタグ普及につながるのか少々疑問符がつ

いている。体育の授業への導入を考えたとき一考する時が来たと考えている。特に中学校へのタグ導入とい

うテーマがある以上。 

≪小学生部門≫ ミニラグビー担当 

  タグラグビーの、普及は、中学校への導入をどのような形で実のあるものにするかが今後の課題。ミニラグビ

ーに関しては、指導者の資質向上が今後の普及発展に大きくつながるカギになると考える。レフリングにつ

いても同様で、この部分を徹底的に改善しない限り真の普及には程遠いものなると警告を発したい。また、

勝利至上主義的な発想は、キッズラグビーにはそぐわないと言いたい。 

 

（６）セレクションコミッティ・強化委員会 

①委員会開催 

セレコン会議： 

平成29年4月：関東代表NZ 遠征会議 

平成29年5月：関東代表NZ 遠征報告会 

平成29年12月：セレコン会議 

平成30年1月：平成30 年NZU 来日に伴う調整会議 
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平成30年2月：平成30 年NZU 来日に伴う関東学生代表選手選考会議 

平成3 年3月：平成30 年NZU 来日に伴うスタッフ会議 

②セレコン委員による試合観戦 

第 6 回関東大学春季大会、大学オールスター戦 

秋季公式戦（全カテゴリー） 

③関東代表NZ 遠征の実施 

期間： 平成29 年4月17日〜4月29日 

結果： 第1戦 関東代表  123 ○−● 0 オークランド大・マリスト混成チーム 

第2戦 関東代表  14 ○−● 12 カウンティーズマヌカウカバリアーズ 

第3戦 関東代表  14 ●−○ 17 NZU（ニュージーランド学生代表） 

 

（７）社会人委員会 

①各種大会への実施、参加 

１）第58 回YCAC セブンズ 4月2日（日）：YC&AC 

２） 第72 回国民体育大会 

・ 東北ブロック国体 8月19日（土）〜20日（日） 秋田県秋田市あきぎんスタジアム 

・ 関東ブロック国体 8月26日（土） 群馬県桐生市ユーユー広場 

・ 本大会10月2日（月）〜3日（火）： 愛媛県久万高原町ラグビー場 

３）トップリーグ・トップチャレンジリーグ・トップイーストリーグDiv1 Div2・関東社会人リーグへの参加 

②全体会議 

１） H29.5月 社会人委員会の開催 

２） H29.2月 社会人委員長会議 

３） H29.4月、5月、6月、11月、H30.3月 3 地域社会人委員長合同連絡会議 

③チームとの意見・情報交換会 

④社会人連盟・クラブ委員会との意見・情報交換会を開催（H29.12月） 

・選手資格・登録・競技規則・大会運営等の検討・確認 

・社会人連盟のリーグ再編の検討 

⑤日本協会トップリーグ機関との意見・情報交換会 

・通年適宜開催（大会運営方法・競技規則等の確認） 

 

（８）クラブ委員会 

①第25回全国クラブ大会の主管 

②第27回東日本クラブ選手権大会の主催（兼、第25 回全国クラブ大会東日本地区予選） 

③第14回東日本トップクラブリーグの主催 

④第36回ラグビーフェスタ2017 in SUGADAIRA の主催 

⑤第34回東北クラブ選手権大会の主催 

⑥第24回ラグビーフェスタ2017in HACHIMANTAI の主催 

※ イーハトーブカップ、トウホクセブンズフェスタ併催 
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⑦東日本クラブセブンズ2017 の主催 

⑧サンケイスポーツ杯第25 回関東学生クラブ選手権大会の主催 

   ※1部優勝の明大MRC を東西学生クラブ対抗試合（熊谷）へ派遣 

サンケイスポーツ新聞の後援によりサンケイスポーツ紙面に各試合結果を掲載 

⑨第16回東西学生クラブ対抗試合の主管及び関東代表を派遣 

⑩学生クラブ東西交流ラグビーフェスティバル2017 in SUGADAIRA の主管 

⑪東日本マスターズ大会2017 の主催 

⑫東北クラブ委員長会議の開催 

⑬ 関東協会都道県クラブ委員長会議の開催 

⑭クラブ委員会・総務委員会・学生クラブ運営会議の開催 

（９）女子委員会 

関東協会主催 女子委員会担当大会等 

① 立正大学カップ 全国U18 女子セブンズラグビーフットボール大会 10月14日・15日 

② 第11回 ガールズラグビーフェスティバル 11月26日／熊谷ラグビー場 

③ オトワカップ第28 回 関東大会 

④ ルーパス・ルーヴカップ第1回U18 関東女子セブンズラグビーフットボール大会  

 3月24日・25日東芝府中  優勝：ブレーヴ・ルーヴ 

日本協会、都道県協会、高体連関連行事 

① 全国高等学校選抜女子セブンズ（日本協会主催） 4月4日・5日／熊谷 

② サニックスワールドユースU18 女子7人制大会（日本協会主催）4月28日・29日／宗像グローバルアリーナ 

③ 海老名市ガールズラグビーフェスティバル（海老名市協会主催）4月29日／海老名運動公園 

④ 千葉県ガールズラグビーフェスティバル（千葉県協会主催） 6月25日／千葉・IBM グランド 

⑤ KOBELCO CUP（日本協会主催） 8月2日・3日／菅平高原サニアパーク 

⑥ 高校女子セブンズ大会（長野県協会主催）  

⑦ 太陽生命カップ 全国中学生大会（日本協会主催）  9月16・17日／茨城ケーズデンキスタジアム等   

⑧ 北海道知事杯 9月9日・10日／定山渓  

⑨ U18 花園女子15人制ラグビー東西対抗戦（日本協会主催） 12月27日／花園  

⑩ 横浜市女子セブンズ大会（横浜市協会主催） 1月6日・7日／ニッパツ三ッ沢球技場 

⑪ 第5 回女子ラグビー全国選手権大会（日本協会主催）3月18日／パロマ瑞穂  

⑫ 東西対抗戦（日本協会主催）3月25日／小田原城山陸上競技場  

 

(１０)大学委員会 

①各種大会実施 

１）第18回東日本大学セブンズ  4月9日（日） 

２）第6回関東大学春季大会実施  4月23日（日）〜6月18日（土） 

３）第5回関東大学オールスターゲーム 6月25日（日）   

４）リーグ戦、対抗戦など公式戦の実施  9月10日（日）〜12月3日（日） 

５）第39回関東大学ジュニア選手権 
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６）第68回全国地区対抗 関東1区、2 区予選実施 

７）第66回関東医歯薬リーグ実施2. 諸会議の開催 

②大学会議・大会 

１） 大学スケジュール会議 6月5日（月） 

２） 関東大学春季大会 

３） 大学主務会議 8月31日（木） 

４） 新陣容説明会 9月4日（月） 

５） 監督意見交換会 2月22日（木） 

 

（１１）高校委員会 

①各種大会、予選会実施、全国大会参加 

１） 地区大会 

 第44回北海道高校大会 7月22〜27日 江別市、札幌市 

 第68回東北高校大会 6月15 〜18日 岩手県八幡平市 

 第65回関東高校大会 6月2日〜4日 前橋市 

第39回北信越高校大会 6月17〜18日 福井県小浜市 

２） U16 ブロクトレセン・U17 ブロックトライアウト 

３） ブロック国体・第72回国民体育大会予選会 

４） 第72回国民体育大会参加 10月1〜5日 愛媛県四国中央市 

５） 第97回全国高校大会参加 12月27日〜平成30年1月8日 花園ラグビー場 

６） 第19回全国高校選抜大会地区予選 

７） 関東都県対抗戦 平成30年2月11日 埼玉県：熊谷市（熊谷ラグビー場） 

８） 合同チーム大会 

９） 第19回全国高校選抜大会参加 平成30 年3月30 〜4月8日 

１０）普及指導講習会 

② 第4回全国高校7人制大会の主管と準備会議の実施 

③ 第42回高校ラグビー指導者研修会 平成30 年1月6 〜8日、東京都 

④ 第19回全国高校選抜大会の主管と準備会議の実施 

⑤ 高等専門学校チームとの普及・強化に向けた事業（各種大会への参加・新規大会の企画） 

 

（１２）ツアー委員会 

①海外遠征申請手続き 

    日本協会への上申手続き等 

②外国チーム来日許可申請手続き 

③国際大会への対応 

 

（１３）市町村協会担当 

①「ラグビーファミリーを増大させる」という課題の下、全市町村にラグビー協会を設立するミッションに関東協会
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としての独自の取り組みを行ってきた。協会新設に向け、日本協会「市町村協会新設補助金」の活用も推奨 

②「競技人口の増加」だけでなく、「観客数（ファン）の増加、ラグビーの支援者（関係者・関心者）の増加」まで

を含む、「するラグビー」「観るラグビー」「支えるラグビー」全ての拡大を目指すことを、2019 年までの中期

的計画の一環として取り組んできた。 

③地域活性化の推進の中核として、全市町村ラグビー協会設立の推進を図る。 

 

（１４）広報委員会 

① 新HPの充実 

② 観戦者（ファン）に対する情報の充実 

・ メンバー表余白を活用した該当リーグ情報、ルール、用語の説明 

・ TCL 冊子の企画（TL ファンブックへの併載もしくはラグマガ付録の仕入を検討） 

③ メディアへの正確で迅速なリリース 

・ 速報FAX とHP アップ（試合当日中） 

・ 他の2 地域協会、管轄都道県協会情報との同期 

④ HP・FB 関連 

・ 関東大学オールスター戦アカウントの開設と関連情報の集中的掲載（6月〜） 

・ トップチャレンジリーグ（TCL）カテゴリーの増設と、関連情報の掲載（8月〜） 

⑤ リリース・会見 

・ 新陣容説明会（9月）⇒軽食付きの「囲み」方式で大学チームのみで実施 

 

（１５）観客動員委員会 

①既存ファンの囲い込みと、新規ファンを開拓 

② 29 年度の活動対象を大学ラグビーに特化 

③各種プロモーションを以下の様に実施 

・ ポスター … 関東大学ラグビー共通ポスター制作（対抗戦G 、リーグ戦G） 

・ プロモーションビデオ … リーグ戦・対抗戦G の統合PV を制作競技場で放映 

・ 校歌斉唱 … CD もしくは関連団体の生斉唱を選手整列のうえ実施 

・ ハーフタイムイベント … チームの希望によりチアリーディング、コーラス、両校応援イベントを実施 

・ Web メディアの活用 … F.B（フェースブック）の運営、管理 

・ 三賞表彰 …「 敢闘賞」「殊勲賞」「マンオブザマッチ」を秩父宮開催の試合で選定、表彰した。 

また、「マンオブザイヤー」を選定、表彰した。 

・ 大学女子マネージャーによる場内アナウンス（ルール解説）の継続 

④後援企業契約…そんぽ 24、タイセ・ハウジー、タグホイヤーとの契約継続 

⑤就活セミナー 「（株）ナイスガイパートナーズ」との契約継続 

 

（１６）登録者傷害見舞金審査委員会 

①各都道県協会より報告された傷害報告、見舞金請求（診断書）に対し毎月審査委員会を実施 

②登録者傷害見舞金制度、関東協会管下分について収支明細及び見舞金支給者名簿を作成し 
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日本協会へ報告 

＊日本協会の登録者傷害見舞金委員会（特別委員会）の委員として当委員会より 3 名が参加 

③平成29 年度 審査明細（各月の金額、件数は審査委員会処理月でカウント） 

 計314 件 7,575,000 円 

＊死亡報告 0 件 

＊重傷報告 4 件（7月：1件、11月：1件、2月：2 件） 

 

（１７）選手資格審査委員会 

 日本協会規程、トップリーグ規約、その他の関連する規約に従って、選手のチーム間の移籍、外国人選手の

登録等について審査 

①  外国人選手の新規登録 

②  トップリーグ選手の移籍手続 

③  トップリーグ以下の社会人選手、クラブ選手の移籍手続 

 

（１８）規律委員会 

①競技規則、トップリーグ表彰懲罰規程に準拠した不行跡、不規律の処置 

②シンビンの計数ならびに公開 

 

（１９）競技委員会 

①公式戦の日程調整と決定 

各地区・各地域での有料試合調整と運営 各セクションの公式大会実施 

（ミニ・タグ・ジュニア・高校・大学・地区対抗・高専・学生クラブ・クラブ・レディース等の公式試合） 

②関東協会主催試合・主管試合の競技運営 

   主催・主管試合への担当理事・競技委員の決定と派遣 ボール係の派遣依頼と管理 

③競技運営向上施策 

 担当職務（伝令担当、Dr. 担当、ボールボーイ担当、担架搬送担当、HIA タイムキーパー、 危機管理

担当）のローテーションを実行し、Generalist とSpecialist を育成した。担架搬送に於いてはOJT により

スキルアップを図り、S.R. を含めた国際基準の競技運営にも対応 

   危機管理体制強化…担当チーム制の整備と警備会社との職務分担連携を確認 

 観客・選手の怪我・病気対応は、安全性・迅速性を考慮し担当職務の明確化を図った。 

④競技委員新規登録者発掘と教育 

競技委員の若返りを目論見、30 才台40 才台の競技委員を新規登録 

新人教育は、マニュアル教育とOJT 教育を実施 

 

（２０）総務法務委員会 

① 関東協会規約その他諸規程の整備 

② 租税公課に対する対応 

③ 労務管理の整備 
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④ 法令遵守（コンプライアンス）の推進 

⑤ 各委員会間の調整作業 

⑥ その他 

 

２０．関西ラグビーフットボール協会 

（１） 医務委員会 

・ 総務部会 

・ リーグ医師派遣委員会 

・ 学術部会 

・ 医務委員会総会 

・ 2019RWC医療従事者部門会議 

・ 熱中症を語る 

・ 担架講習会 

・日本選手権、大学選手権、全国高校大会他各地での公式戦での活動実施 

 

（２） 総務委員会 

・ 委員会開催 14回 

・ 臨時総務委員会 1回 

 

（３） レフリー委員会 

・ B トップレフリー研修・レフリーコーチ研修 

（5月 3～5日 ： 天理）  

・ B級認定講習会（近畿・中国・四国）（北陸） 

（5月 3～5日 ： 女子 徳島・） 

・ 関西アカデミー研修 

（5月 3～5日 ： 奈良） 

・ カンタベリー州でのレフリー交流研修 

（5月 11～21日 ： ＮＺカンタベリー州） 

・ B級認定講習会（東海） 

（6月 9～11日 ： 愛知） 

・ 女子レフリー交流会 

(6月 10～11日 大阪) 

・ 22府県レフリー委員長会議 

（6月 16日・18日・24日：香川・三重・大阪） 

・ トップコーチ・レフリー合同会議 

（7月 10日 ： 大阪） 

・ デベロップメント御所研修 

（7月 22～23日 ： 御所） 
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・ 三地域レフリー研修 

（8月 18～20日 ： 菅平） 

   ・アフター三地域レフリー研修会 

    （8月 21～30日： 菅平） 

・ カンタベリー州レフリー受入れ 

（10月 12～22日 ： 大阪・徳島・兵庫・滋賀） 

・ 検証制度 

（10～11月 ： 大阪 その他）  

・ B1 レフリー研修会 

（3月 3～4日 ： 上富田） 

・ レフリー派遣 

（各リーグ戦、一宮セブンズ大会、関西クラブ大会 等） 

 

（４） 強化・セレクション委員会 

・ 強化・セレコン委員会 2回（7月・1月） 

・ 関西学生代表候補選考 

・強化・セレコン委員派遣（TL・大学選手権等リーグ戦各試合） 

 

（５） コーチ委員会 

・ 第 1回総務部会 

（6月 6日 ： 関西協会）  

・ 関西トップチームコーチ会議 

（7月 10日 ： 立命館大学いばらきキャンパス） 

・ World Rugby メディカルコース Level１講習会 

（7月 23日：大阪ハイテクノロジー専門学校） 

・ 育成コーチ養成講習会（1月 6～8日：石川） 

・ 第 2回総務部会 

（1月 16日 ： 関西協会） 

・ 強化コーチ養成講習会 

（2月 3～4、10～12日 ： 大阪体育大学） 

・ 安全推進伝達講習会 

（2月 4日 ： 興國高校） 

・ 関西協会 22府県コーチ委員長会議 

（2月 4日 ： 興國高校）  

・ 強化コーチ養成講習会 

（2月 4・5・10・11・12日 ： 大阪体育大学） 

・ 第 3回総務部会 

（2月 6日 ： 関西協会） 



52 

 

・ 育成コーチブラッシュアップ講習会 

（3月 4日 ： 立命館大学梅田キャンパス） 

    ・安全講習会（大学・安全対策・コーチ委員会 

合同 （3月 31日： 大阪国際大学守口キャンパス）    

      

（６） 普及育成委員会 

ジュニア部門 

・ 部門会議（5回・U15 スクール 5回） 

・ ジュニアブロック会議 （4月 16日：関西協会） 

・ 2017第 8回全国中学生大会スクールの部 

関西地区予選（6月 17・18日 ： Jグリーン堺） 

・ 第 38回関西中学生ラグビー大会 

・ 第 19回関西中学生ラグビージャンボリー 

（7月 28～30日 ： ひだ数河高原・古川町 G他） 

・ 平成 29年度中四国ブロック指導者講習会 

（9月 2～3日 ： 広島県） 

・ 第 19回近畿スクールジュニア交流大会 

（11月 25日 ： 和歌山県）  

・ 第 23回全国ジュニア ブロック予選（スクールの部） 

（11月 25～26日 ： 紀三井寺運動陸上競技場） 

・ 第 9回関西スクールジュニア 新人交流大会 

（3月 17～18日 ： 兵庫県立淡路佐野運動公園） 

  ミニラグビー部門 

・ 部門会議（7回） 

・ ミニ・ジャンボリー大会  

（6月 24～25日 ： 兵庫県立淡路島佐野運動公園） 

・ 四国ブロック大会 

（8月 5～6日 ： 高知県土佐町） 

・ 北陸ブロック交流大会 

（9月 30日 ： 福井県福井市） 

・ ラグビーマガジンカップ 

（10月 28日 ： J－GREEN堺） 

・ スクール指導者セミナー 

（2月 17～18日 ： 奈良県天理市） 

・ ブロック委員会 

（2月 17・18日 ： 奈良県天理市） 

  タグラグビー部門 

・ 部門会議（6回） 
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・ 関西タグラグビーフェスティバル 2017琵琶湖 CUPin長浜ドーム 

（5月 13日 ： 長浜ドーム） 

・ サントリーカップ府県予選及びブロック大会運営 

（11～1月 ： 22府県及び 4ブロック） 

・ サントリーカップ近畿ブロック予選代表者会議 

（12月 23日 ： 鶴見緑地球技場会議室） 

・ 第 4回クリスマスＣＵＰ 関西小学生タグラグビーチャンピオンシップ 

（12月 16日 ： 長浜ドーム） 

・ サントリーカップ近畿ブロック予選 

（1月 14日 ： 鶴見緑地球技場） 

 女子中学生部門 

・ 第 5回関西女子中学生大会 

（6月 10～11日 ： 追手門学院大学） 

・ 第 3回関西女子中学生交流会 

  （6月 10～11日 ： 追手門学院大学） 

  

（７）安全対策委員会 

・安全推進伝達講習会 （2月 4日 ：興國高校） 

・安全対策会議  （2月 22日 ： 関西協会） 

（大学・コーチ・医務委員会合同） 

   ･安全講習会 （3月 31日：大阪国際大学守口 

     キャンパス、医務委員会・コーチ委員会・大学委員会と協力開催） 

 

（８）社会人委員会 

①各リーグ戦結果 

A リーグ  9/16～11/18 （優勝：大阪府警察） 

B リーグ  9/16～12/09 （優勝：きんでん） 

C リーグ  9/24～12/09 （優勝：大阪市消防局） 

②三地域チャレンジマッチ 大阪府警察 1勝 1敗(2位) 

③ トップチャレンジリーグ入替戦 

釜石シーウェーブス 55-19大阪府警察 

     大阪府警察 はトップウェスト A リーグ残留 

④ トップリーグ入替戦 

      NTT ドコモレッドハリケーンズ 17-20日野自動車 

レッドドルフィンズ 

     NTT ドコモレッドハリケーンズはトップチャレンジリーグに降格 

⑤ トップチャレンジリーグ 

  トップチャレンジリーグの結果により、1 位の Honda HEAT(三重県)はトップリーグに自動昇格。 8 位の
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中部電力（愛知県）はトップウェスト A リーグへ自動降格  

⑥ トップウェストリーグ参入マッチ 

JR東海（愛知県推薦） 12-19 関西丸和ロジスティクス（京都府推薦） 

関西丸和ロジスティクスはトップウェスト C リーグへ昇格。JR東海はトップウェストリーグ入替戦へ。 

⑦ トップウェストリーグ入替戦 

新日鐵住金堺（C リーグ 7位）10-53 JR東海(愛知県推薦) 

JR東海はトップウェスト C リーグへ昇格。新日鐵住金堺は府県協会へ帰属 

2017 年度より新設されたトップチャレンジリーグでは HondaHEAT が 1 位となりトップリーグへ昇格、中

部電力は 8位となり、トップウェストAリーグへ降格となった。トップリーグからはNTTドコモレッドハリケー

ンズ・近鉄ライナーズがトップチャレンジリーグへ降格となった。府県協会の推薦を受けて、トップウェスト

リーグへ参戦を希望した関西丸和ロジスティクス(京都府推薦)、JR 東海（愛知県推薦）は参入マッチ・入

替戦に勝利し,2018年度より地トップウェスト C リーグへ参戦する。 

2018年度は A リーグ９チーム、B リーグ 8チーム、C リーグ 8チームという編成となり、各リーグ総当たり

リーグ戦を実施する。 

 

（９）クラブ委員会 

 ・各ブロック大会兼全国クラブ大会予選 

・第 29回関西クラブ大会 

（9月 9～10日 ： 美作市） 

・関西学生クラブリーグ 

（9月～11月：神戸 他） 

   ・近畿クラブリーグ 

     （9月～3月： 大阪 他）  

 

（１０）大学委員会 

・ リーグ委員会開催 3回  

・ 総会 （7月 8日： 近畿大学） 

・ A リーグ 9/30～11/26 （優勝：天理大学） 

・ B リーグ 9/24～11/26 （優勝：大阪体育大学） 

・ C リーグ 9/24～12/03 （優勝：帝塚山大学） 

・ D1 リーグ 9/25～11/12 （優勝：神戸市外国語大学） 

・ D2 リーグ 10/01～11/19 （優勝：桃山学院大学） 

・ D3 リーグ 10/01～11/12 （優勝：神戸学院大学） 

・ D4 リーグ 9/24～11/05 （優勝：滋賀大学） 

・ 7’ｓリーグ 10/1～11/12 （優勝：阪南大学） 

・ベスト XV表彰式 （2月 24日:大阪国際大学） 

・安全講習会（3月 31日：大阪国際大学守口キャンパス。医務委員会・安全対策委員会・コーチ委員会と協

力） 
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（１１）高専委員会 

第 48回全国高等専門学校ラグビーフットボール大会 

 （12/22～27日 神戸ユニバー他） 

・ 実行委員会 2回（10/14、12/09） 

・ 抽選会 （12/02） 

・ 代表者会議 （12/21） 

 

（１２）高校委員会 

・ 高校委員長会議（4/16、10/07、12/26） 

・ 第 15回関西高校少人数校ラグビー交流大会 

  （6/17～18日： 大阪体育大学） 

・各ブロック高校大会及び普及指導講習会 

 

（１３） 女子委員会 

・ 第 1回女子高校生プレーヤーのためのクリニック 

（6月 11日 J-GREEN堺） 

・ 第 5回フィオーレリーグ 1日目（10月 14日：宝ヶ池） 

・ 第 5回フィオーレリーグ 2日目（11月 4日：神戸ユニバー） 

・第 20回女子ラグビー関西大会（2月～3月愛知・兵庫・大阪） 

・関西女子高校生プレーヤーのためのクリニック 

    （3月 4日：大阪国際大学枚方 G） 

 

（１４）スケジュール調整委員会 

   ・委員会開催 1回 

 

（１５）ツアー委員会 

   ・委員会開催 2回 

   ・30年 5月 3日開催の NZU戦についての打ち合わせ 1回 

 

（１６）広報委員会 

  ・TL・リーグ戦各試合への派遣とマッチレポートの作成 

・大学リーグプレスカンファレンス  委員会開催（5回） 

 

（１７）RWC委員会 

 ・RWC2019のチケット販売が開始となり、チケット購入についての質問等に応対し,チケット販売促進のため

の活動を行った。 
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（１８）傷害見舞審査委員会 

  ・審査委員会の開催 11回（8月を除く） 

 

２１．九州ラグビーフットボール協会 

（１）レフリー委員会            ( 理 事 : 御領園昭彦 ) 

①各県委員長会議 

１）6月 17日(土):鹿児島市  

２）12月 9日(土):福岡市  

３）2月 17日(土):佐賀市 

４）副委員長会議 なし   

②レフリー研修会        

１）九州地区トップレフリー研修会 平成 29年 7月 31日～8月 3日 大分県由布市  

２）九州地区レフリー研修会  平成 29年 7月 29日～31日 大分県久住町 

３）九州地区 B級レフリー認定講習会 平成 29年 8月 9～11日  鹿児島県川内市 

４）三地域トップレフリー研修会       平成 29年 8月 18～20日  菅平 

③各県巡回指導研修会  平成 30年 1月～3月  各県 

④レフリー研修会講師派遣  年 6～7回程度   各県 

⑤レフリー派遣   年間を通して   各地 

⑥レフリーコーチおよび評価  年間を通して   各地 

⑦コーチ・アセッサー研修会  平成 29年 12月 9日(土)  福岡 

⑧レフリー評価委員会        平成 30年 2月 25日(日)  福岡 

⑨九州アカデミー研修        年間を通して   各地 

⑩女子レフリー研修会 

１）東日本ジャンボリー大会・研修会 平成 29年 7月   菅平 

２）女子集合研修   平成 30年 2月 17,18日  福岡 

⑪レフリー名簿作成（隔年）           平成 29年 8月作成 

 

（２）社会人委員会              ( 理 事 : 久木元 孝行 ) 

                                                    ( 理 事 ： 篠田 順二 )    

①第 55回九州セブンズ（木元杯全九州 7人制）大会 平成 29年 4月 8・9日 長崎県島原市 

②第 37回九州地区国民体育大会（成年の部） 平成 29年 8月 25～27日 長崎 

③トップチャレンジリーグ   平成 29年 9～12月 各地 

④トップリーグ入替戦    平成 30年 1月 20日     福岡 

⑤トップキュウシュウリーグ戦（Ａ・Ｂ）  平成 29年 9月～11月 各地 

⑥トップキュウシュウリーグ A・B入替戦  平成 29年 11月 26日 福岡 

⑦3地域チャレンジマッチ                 平成 29年 12月        各地 

⑧トップキュウシュウリーグ代表者会議          平成 29年 9月 2日      福岡  
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（３）クラブ委員会                   ( 理 事 : 土田  晴敏 )      

①各県クラブ委員長会議 1回目  平成 29年 6 月 11日       熊本 

2回目  平成 29年 11月 18日       長崎 

②西九州クラブ交流大会  平成 29年 5月～6月          熊本・佐賀・長崎 

③第 36回九州惑大会 （ くまもと阿蘇震災復興支援ラグビー大会 ）        熊本・（阿蘇市） 

④第 13回九州トップクラブリーグ戦     平成 29年 9月～12月         各地 

⑤第 43回全九州クラブ・実業団大会 平成 29年 11月 17日～19日 長崎 

                            決勝戦 平成 29年 12月 3日    長崎 

⑥九州トップクラブ 入替戦   平成 29年 12月 17日 宮崎・沖縄 

⑦第 25回全国クラブ大会  １回戦 平成 30年  1月 7日 福岡（北九州市） 

     ２回戦 平成 30年  1月 21日 福岡（北九州市） 

 

（４）大学委員会                              ( 理 事 : 後藤 義勝 ) 

①会議及び講習会         

１）大学委員長会議   第 1回      平成 29年 7月 1日       福岡 

第 2回      平成 29年 12月 9日       福岡 

２）九州山口医科系大学安全講習会  平成 29年 3月             福岡 

② 第 54回 九州山口医科系大学大会  平成 29年 4月～5月  佐賀(唐津市陸上競技場) 

優勝 琉球大学 

③九州学生春季交流戦    平成 29年 6月 3日～4日  福岡 

       ※1部ﾘｰｸﾞ 8チームで 2日間交流戦を実施 

④第 56回九州商経大学大会     平成 29年 6月 17日～18日    大分 

       優勝 久留米大学  

⑤第 67回九州地区大学体育大会  平成 29年 12月 2日    福岡(九州共立大グランド) 

    優勝 福岡工業大学 準優勝 九州共立大学 

⑥第 24回九州学生リーグ戦           平成 29年 9月～11月     

［1部リーグ］ 1.福岡大学 2.日本文理大学 3.福岡工業大学 4.九州共立大学  

          5.九州大学 6.鹿児島大学 7.西南学院大学 8.熊本大学 

［2部リーグ］ 1.熊本大学 2.長崎大学 3.九州産業大学 4.琉球大学立 

5.大分大学志學館大学 6.立命館アジア太平洋大学 

7.宮崎大学 8.沖縄国際大学  

⑦平成 29年度九州学生ジュニアリーグ戦 平成 29年 9月～10月       福岡ほか 

         1位福岡工業大学 2位九州共立大学 3位福岡大学 4位日本文理大学  

⑧第 14回九州地区対抗大学大会 

 （九州学生Ⅲ部リーグ優勝決定戦）  平成 29年 11月 25日・26日      福岡 

 優勝 福岡教育大学  準優勝 久留米大学 

⑨九州学生リーグⅠ・Ⅱ・Ⅲ部入替戦  平成 29年 12月 3日          各地 

   Ⅰ部‐Ⅱ部 
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       志學館大学(Ⅰ部 8位)48対 19熊本大学(Ⅱ部 1位)         鹿児島県ラグビー場 

       西南学院大学(Ⅰ部 7位)73対 7長崎大学(Ⅱ部 2位)         西南大田尻グランド 

       ※志學館大学、西南学院大学はⅠ部残留 

   Ⅱ部‐Ⅲ部 

       宮崎大学(Ⅱ部 7位)49対 19久留米大学(Ⅲ部 2位)          宮崎県総合運動公園補助 

       沖縄国際大学(Ⅱ部 8位)31対 29福岡教育大学(Ⅲ部 1位)     沖縄国際大学グランド 

       ※宮崎大学と沖縄国際大学はⅡ部残留 

   ⑩第 68回全国地区対抗大学大会  平成 30年 1月 2～6日       瑞穂 

1回戦 九州大学● 10－36 ○札幌大学 

   ⑪第 54回全国大学選手権        平成 29年 12月 3日 

2回戦 福岡大学● 22－29 ○朝日大学 

 

（５）高専委員会           （理 事：後藤 義勝） 

①第 23回九州高専チームリーダー講習会       平成 29年 3月 29～31日      八代 

②第 26回九州高専新人大会        平成 28年 5月 12～13日      久留米 

 優勝 佐世保高専 

③九州高専委員長会議               平成 29年 11月 10日    宗像ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｱﾘｰﾅ 

④第 54回九州地区高専大会        平成 29年 11月 11～14日    宗像ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｱﾘｰﾅ  

    優勝 佐世保高専  準優勝 久留米高専 

⑤第 48回全国高専大会        平成 29年 12月 22～27日 

1回戦 久留米高専○ 43‐17 ●函館高専 

2回戦 久留米高専●  3‐34  ○奈良高専 

2回戦  佐世保高専○ 66‐0  ●岐阜高専 

準決勝 佐世保高専●  5‐13  ○奈良高専 

 

（６）高校委員会              （理 事：牟田口 享司） 

①サニックス 2017 ワールドユース交流大会       平成 29年 4月 28日～5月 5日 福岡 

②第 7回全国高等学校女子合同大会 九州代表選考会 平成 29年 6月 4日  福岡 

③第 70回全九州高等学校大会（九州高体連主催）       平成 29年 6月 16～20日      鹿児島 

④九州高体連ラグビー専門部委員長会議        平成 29年 6月 17日  〃       

⑤九州高校強化委員会    平成 29年 6月 17日  〃 

⑥Ｕ17九州代表選考合宿    平成 29年 7月 8～10日       湯布院 

⑦Ｕ16九州ブロックトレセン    平成 29年 7月 9～10日       湯布院 

⑧第 7回全国高等学校女子合同大会九州代表強化合宿 平成 29年 7月 16～17日  福岡 

⑨第 37回九州地区国民体育大会   平成 29年 8月 25～27日  長崎 

⑩第 97回全国高校選手権大会 各県予選  平成 29年 10月～  各県 

⑪第 9回Ｕ16・Ｕ17九州交流会         平成 29年 12月 9～10日       福岡 

⑫サニックス 2018 ワールドユース交流大会予選会       平成 30年 1月 1～5日  福岡 



59 

 

⑬第 40回木元杯全九州高校新人大会   平成 30年 2月 16～21日  佐賀 

⑭第 5回九州高等学校選抜女子セブンズ大会  平成 30年 2月 18日  佐賀 

⑮九州高校委員会及び強化委員会   平成 30年 2月 17日  佐賀 

⑯2018ＴＩＤユースキャンプ西日本トレセン（九州・中国・四国） 平成 30年 3月 2～4日  山口 

⑰次年度Ｕ17九州代表候補合宿   平成 30年 3月 10～12日      湯布院 

⑱第 19回九州高校 10人制大会   平成 30年 3月 23～25日  大分 

 

（７）コーチ委員会                 （理 事：村上 純） 

①各県委員長会議       1回目   平成 28年 7月 9日           福岡  

                    2回目   平成 29年 1月 29日           福岡  

②日本協会トップチームコーチ会議  兼九州協会強化コーチブラッシュアップ研修会 

      平成 28年 7月 9日         福岡 

③強化コーチ養成講習会   平成 28年 7月 14日～17日     福岡 

④育成コーチ養成講習会   平成 28年 10月 9日～10日     大分 

⑤ブラッシュアップ講習会   平成 28年 8月 28日      熊本 

      平成 28年 12月 11日      佐賀 

      平成 29年 2月 25日      福岡 

      平成 29年 2月 25日      沖縄 

      平成 29年 3月 12日      大分 

⑥新スタートコーチ養成講習会        平成 28年 6月 5日、7月 16日       福岡 

      平成 28年 7月 3日      長崎 

      平成 28年 8月 28日      熊本 

      平成 28年 2月 25日      沖縄 

      平成 28年 3月 11日      大分 

⑦各県要請により随時         平成 29年 3月 1日～4日     東京 

 

（８）中学委員会           （理 事：鶴田 善弘） 

①第 1回各県委員長会議                 平成 29年 4月 1日         福岡  

②第 30回新島旗九州中学校ラグビー大会       平成 29年 8月 2～4日       鯛生 

 【Ａグループ】優勝 城南中学校  準優勝 富島中学校 

 【Ｂグループ】優勝 百道中学校  準優勝 熊大附属中学校 

③第 2回各県委員長会議                 平成 29年 8月 5日         鯛生  

④第 39回新島杯九州ジュニアラグビー大会      平成 29年 8月 4～6日       鯛生 

 【Ａグループ】優勝 つくし YR   準優勝 長崎ＲＳ 

 【Ｂグループ】優勝 筑紫丘 YR・鹿児島 JRC ※台風５号に伴う試合中止により両者優勝 

⑤第 18回ジュニアラグビー九州ブロック大会      平成 29年 10月 7～9日      熊本  

 優勝 長崎県選抜・福岡県選抜 ※抽選により長崎県が第１代表  第３位 熊本県選抜 

⑥第 3回各県委員長会議              平成 29年 10月 7日     熊本  
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⑦九州Ｊｒインストラクター会議                 平成 29年 10月 7～9日       熊本  

⑧第 19回九州ジュニアラグビー福岡ジャンボリー    平成 30年 1月 20・21日      福岡 

⑨第 19回九州ジュニアラグビー鹿児島ジャンボリー  平成 30年 2月 24・25日      鹿児島 

⑩ジュニアラグビー指導者講習会                       随時                 各県   

           

（９）普及育成委員会        （理 事：森内 雅文） 

会議・研修会 

① 普及育成担当者研修会委員会     平成 29年 5月 6・7日       福岡 

② タグ部門長会議（兼サントリーカップ打合せ）       平成 29年 6月 24・25日 大分  

③ ラグビースクールプロモーション講習会          平成 29年 7月 29・30日 大分  

④ タグラグビーエディケーター講習会      平成 29年 8月 12日         長崎  

⑤ 九州ＭＲＲ認定講習会       平成 29年 8月 18～20日 長崎  

ミニラグビー 

① 第 44回 九州少年ラグビー交歓会           平成 29年 8月 18～20日 熊本 

② 第 18回 西九州ブロック交流大会           平成 29年 10月 8日        福岡 

③ 第 18回 東九州ブロック交流大会          平成 29年 11月 5日       熊本  

④ 第 9回  沖縄県ブロック交流大会          平成 29年  2月 4日       沖縄 

⑤ 第 11回 九州女子タグ                    平成 29年 11月 19日        鹿児島  

⑥ 第 6回  トライドリームカップ                 平成 29年 11月 24日       宮崎  

⑦ 第 17回 南九州ブロック交流会              平成 29年 12月 10日       鹿児島 

タグラグビー  

① タグフェスタ          

１）九州          平成 29年 12月 17日       大分 

２）福岡（ｗｉｔｈアビスパ福岡）                平成 29年 10月 22日   福岡 

３）西部ガスフェスタ(兼パナソニック)          平成 30年 3月 26日   福岡  

４）佐賀             平成 29年 5月 27日       佐賀  

５）熊本             平成 29年 7月 16日   熊本 

６）大分             平成 29年 10月 28日  大分 

７）宮崎             平成 29年 10月 14日       宮崎 

８）鹿児島       平成 29年 10月 9日       鹿児島  

９）沖縄（第 19回スポレク）           平成 29年 10月 8日       沖縄 

②パナソニックタグフェスタ 

１）福岡             平成 30年 3月 26日       福岡  

２）長崎             平成 30年 3月 18日       長崎  

３）大分             平成 30年 3月 25日       大分 

４）宮崎             平成 30年 3月 17日       宮崎 

５）鹿児島       平成 30年 3月 17日   鹿児島  

６）沖縄             平成 30年 3月 10日       沖縄 
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③タグラグビーティーチャー研修会      

１）福岡             平成 29年 5月 18,19日    福岡  

２）佐賀             平成 29年 8月 1日     佐賀  

３）長崎             平成 29年 8月 12日        長崎  

４）熊本             平成 29年 8月 15日       熊本  

５）大分             平成 29年 8月 18日       大分  

６）宮崎             平成 29年 8月 22日       宮崎  

７）鹿児島       平成 29年 8月 10日       鹿児島  

８）沖縄             平成 29年 7月 21,28日      沖縄  

④第 11回 九州女子タグラグビー大会          平成 29年 11月 19日       佐賀  

⑤第 13回 サントリーカップ全国大会予選     

 １）福岡県予選大会           平成 29年 11月 18日       福岡  

 ２）佐賀県予選大会                平成 29年 12月 16日       佐賀  

 ３）長崎県予選大会           平成 29年 12月 17日       長崎  

 ４）熊本県予選大会           平成 29年 11月 19日       熊本  

 ５）大分県予選大会           平成 29年 12月 3日       大分  

 ６）宮崎県予選大会           平成 29年 11月 26日       宮崎  

 ７）鹿児島県予選大会                平成 29年 12月 2日        鹿児島  

 ８）沖縄ブロック予選大会                平成 30年 1月 7日～13日    沖縄  

 ９）九州ブロック予選大会                平成 30年 1月 21日        佐賀  

 

（10）安全対策委員会               ( 理 事 : 川端 健聖 ) 

①平成 29年度高専リーダー講習会にて研修会    平成 29年 4月 1日       熊本 

②平成 29年度 安全推進講習会     平成 29年 4月～5月       各県 

③平成 29年度 安全推進講習会伝達講習会    平成 30年 1月 28日       福岡  

④平成 29年度 九州協会スケジュール会議で研修会   平成 30年 2月 11日       福岡 

⑤九州メディカル・安全対策委員会合同総会        平成 30年 3月 3日       福岡 

     （委員長会議） 

（11）強 化・セレコン 委 員 会                  ( 理 事 : 平野 勉 )  

①熊本 4大学合同強化練習会 平成 29年 6月 3日 9月 9日 各地 

②トップキュウシュウリーグＡ、九州学生リーグ視察      平成 29年 9月～12月 各地 

③強化・セレコン委員会(九州選抜セレクト会議) 平成 29年 10月～ 福岡 

           

（12）総 務 委 員 会                    ( 理 事 : 城戸 英敏 )  

①会員名簿の作成             平成 29年 8月    

②主要スケジュール、メンバー表の作成、配布      随 時     

③九州及び各県公式記録の編集、発行           平成 30年 3月   
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（13）広報委員会             （ 理 事 : 永野 修仁 )  

①日本協会機関誌への投稿記事作成           年 5回     

②協会ホームページ、SNSでの情報発信           随時     

③トップリーグ共同記者会見の開催           平成 29年 8月 10日 

④各県広報委員長会議       平成 29年 8月 20日 

⑤各メディアへの情報発信、情報交換            随時   

 

（14）メディカル委員会           ( 理 事 : 東原 潤一郎)  

① 公式戦 マッチデイドクター派遣     約 1,000試合に派遣      各県  

②  第 2回ラグビードクターカンファランス          平成 30年 2月 24日      東京 

③ 九州メディカル委員会総務委員会        平成 29年 9月 3日      福岡 

④ 九州メディカル委員会・安全対策委員会合同総会  平成 30年 3月 3日         福岡 

⑤ 日本代表チーム帯同医師派遣への協力   

⑥ トップリーグ・メディカルコントロール            平成 29年度 12試合       開催県 

⑦ WR女子 7s ワールドシリーズ北九州大会メディカルサポート 

                                            平成 29年 4月 22・23日     北九州 

⑧ サニックスワールドユース 2017交流大会メディカルサポート 

                                      平成 29年 4月 29日～5月 5日    宗像 

⑨ 沖縄セブンズ 2018 メディカルサポート         平成 30年 2月 24・30日      沖縄 

⑩ 安全スキルアップ講習会開催                  平成 29年 7月 30日      福岡 

⑪ 代表チームキャンプ地でのメディカルサポート                            開催県 

 

（15）女子委員会                       ( 理 事 : 濱辺 正信) 

        ( 理 事 : 平野 勉) 

①各県女子委員長会議 平成 29年 4月 22日 福岡 

 平成 29年 12月 9日 宮崎 

②サニックスワールドユース女子セブンズ大会 平成 29年 4月 28･29日 福岡 

③北九州交流大会 平成 29年 5月 14日 佐賀 

④南九州交流大会 平成 29年 5月 中止 

⑤Ｕ15関西遠征(京都成章カップ)               平成 29年 11月 19日 京都 

⑥第 7回九州ガールズフェスタ 平成 29年 12月 10日 宮崎 

⑦第 23回全国ジュニア･ラグビーフットボール大会 平成 29年 12月 29･30日 福岡 

⑧第 20回女子ラグビー関西大会 平成 30年 2月 4日～ 大阪他 

⑨全国高校選抜大会女子セブンズ九州予選 平成 30年 2月 18日 佐賀 

⑩サニックス ガールズセブンズキャンプ 平成 30年 3月 10･11日 福岡 

⑪第 4回全国女子ラグビーフットボール選手権大会 平成 30年 3月 18日 愛知 

⑫平成 29年度女子東西対抗試合 平成 30年 3月 25日 神奈川 
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（16）登録者傷害見舞運営委員会    ( 事務局 : 安部 直幸 )  

①傷害見舞審査会議                      毎月最終木曜日開催      福岡  

１）傷害報告書受付管理        

 ２）傷害診断書受付管理        

 ３）審査対象資料集約        

 ４）審査資料の会議への上程        

 ５）審査結果に基づく見舞金払出支払管理  

６）報告・審査結果資料作成及び決算管理      

②登録管理                             随時   福岡 

 １）各県毎登録状況管理        

 ２）月別登録発生状況管理        

 ３）登録費入金管理         

 ４）登録結果資料作成及び決算管理       

   

          以 上 


